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序

いにしえに、神戸が政治の中心 として栄えた時代があ りました。ま

た、そのころには日宋貿易を中心 として港町 としても栄え、繁栄 して

いた時代でもあ りました。神戸の歴史の 1ページとして輝か しい時

代をつづる福原京の時代、その時代を語る遺跡は、長 らく幻・謎のま

までした。

近年の発掘調査の成果にはめまぐるしいものがあ り、次々と新発見

が相次いでいます。福原京に関しても例外ではあ りません。兵庫区平

野町では祇園遺跡から苑池がみつか り、平家関連の遺跡の発見 として

話題 とな りました。また、楠・荒田町遺跡では、二重壕が見つか り、

これ も福原京関連の遺跡では とその全貌解明に大きな関心が寄せ ら

れています。

今回の調査はその二重壕の継続部分にあた り、壕の性格やその時期

などこれまでに問題 となっていたい くつかの点について、明らかにす

ることができました。これらの成果 も神戸市域全体での地道な発掘調

査の継続によってもたらされるものです。

本報告書の刊行がその継続的な意味において少 しでも神戸の歴史

の解明に寄与できれば幸いです。

最後にな りましたが、現地での発掘調査事業の円滑な推進並びに報

告書刊行に当た り、ご協力いただきました関係諸機関並びに関係各位

に対 し厚 く御礼申し上げます。

平成 23年 3月

神戸市教育委員会



例言

本書は、神戸市中央区楠町 6・ 7丁目において平成 19年度 。20年度・22年度に発掘調査を実施した、

楠・荒田町遺跡第 42次、第 43次、第 46次の埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

1. 調査は国立大学法人神戸大学医学部附属病院に関連する建物建設に伴い、事前に神戸市教育委員
会が調査主体となって実施したものである。

2. 各調査の調査期間と調査組織および担当者については本文に記した。
3. 出土遺物の整理作業は、報告書作成と平行して、平成 22年度に実施した。
4。  本書写真図版のうち、現地での遺構写真は調査担当者によるもので、カラー写真は丸山潔、航空
写真はlul GEOソ リューションズによる。遺物写真については、杉本和樹氏 (西大寺フォト)がおこ

なった。

5。  本書の第 43次調査の遺構の記述は、小林が、その他の記述ならびに編集は富山がおこなった。
6. 本書に使用した、国立大学法人神戸大学医学部附属病院内の遺構図については、兵庫県教育委員
会作成のものに、一部加筆の上、使用している。

7. 本書に使用した標高は東京湾平均海水面 (T.ユ )を、方位座標については、過去の調査成果と結合
させるため、平面直角座標系世界測地系第V系にもとづく測量成果による基準点を日本測地系「旧

測地系 (日本測地系第V系座標)」 に変換させて使用している。

8. 本書に掲載した位置図は国土地理院発行の 25,000分の 1の地形図「神戸主部」。「ネ申戸南部」、神
戸市発行の 2,500分の 1地形図「神戸駅」。「諏訪山」、明治 19年作成偶製地形図「神戸」。「兵庫」・

「須磨村」、柏書房編集発行「日本近代都市変遷地図集成」 1987、 を使用した。

9. 発掘調査で使用した遺物および図面・写真等の記録類は、神戸市教育委員会において保管している。
10。 調査成果の報告としては、「楠 。荒田町遺跡第 42次調査」『平成 19年度神戸市埋蔵文化財年報』、

「楠・荒田町遺跡第 43次調査」『平成 20年度神戸市埋蔵文化財年報』がある。その後の整理作業に

よって内容を変更した部分がある。本書によって訂正する。

11, 現地での発掘調査の実施については、事業主である国立大学法人神戸大学、国立大学法人神戸大

学医学部附属病院のご協力を得た。

12.現 地での調査、本書の作成については下記の方々にご教示を頂いた。記して感謝いたします。
市澤 哲、岡田章一、佐藤亜聖、鋤柄俊夫、高橋昌明、中井淳史、中川 渉、藤田 淳、古市 晃、
別府洋二、山田清朝、山田邦和

以上 (順不同、敬称略)
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楠・荒田町遺跡第 43次調査第 1遺構面全景 (南から)  楠・荒田町遺跡第 46次調査 SD03。 SD05土層断面 (西から)

楠・荒田町遺跡第 43次調査第 1遺構面全景 (西から)  楠 。荒田町遺跡第 46次調査 SD04土層断面 (西から)

楠・荒田町遺跡第 43次調査第 1遺構面溝群全景 (南から)図版 16

楠 。荒田町遺跡第 43次調査第 2遺構面全景 (南から)  楠・荒田町遺跡第 46次調査 SB01全景 (西から)

楠・荒田町遺跡第 43次調査第 2遺構面全景 (北西から) 楠・荒田町遺跡第 46次調査 SB01柱穴土層断面 (南から)

図版 7                         図版 21

楠・荒田町遺跡第 43次調査 SD201遺物出土状況 (南西から)楠・荒田町遺跡第 42次調査・43次調査第 1遺構面出土遺物

楠 。荒田町遺跡第 43次調査 SK201(南西から)     図版 22 楠・荒田町遺跡第 43次調査第 2遺構面出土遺物

図版 8                         図版 23 楠・荒田町遺跡第 46次調査 SD01最下層出土遺物

楠・荒田町遺跡第 43次調査 SK201(南西から)     図版 24 楠・荒田町遺跡第 46次調査 SD01中層出土遺物

楠・荒田町遺跡第 43次調査 SK203土層断面 (南から)  図版 25 楠・荒田町遺跡第 46次調査第 1遺構面閉 02

楠・荒田町遺跡第 43次調査 SD202土層断面 (東から)      第 2・ 第 3遺構面出土遺物



第 1章 はじめに

第1節 調査に至る経緯と経過
今回報告する楠・荒田町遺跡第 42次調査、同第 43次調査、同第 46次調査については、いずれの場所

も神戸市埋蔵文化財分布図に記載されている楠・荒田町遺跡の範囲内で、国立大学法人神戸大学医学部附

属病院、ならびに学合敷地内に所在しており、兵庫県教育委員会の調査成果から、埋蔵文化財の存在が確

認されていた地点である。

いずれの地点も事業主と協議を行い、工事によって埋蔵文化財に影響を与える部分について発掘調査を

実施することとなった。なお、調査原因については、第 42次・第 46次調査が、国立大学法人神戸大学

医学部附属病院関連施設建設、第 43次調査が国立大学法人神戸大学医学部大学院演習施設建設である。

調査組織  神戸市文化財保護審議会委員 (史跡・考古資料担当)

壇上 重光 前 神戸女子短期大学教授 (～平成 19年 7月 14日 )
工楽 善通 大阪府立狭山池博物館館長

和田 晴吾 立命館大学 文学部教授

平成 19年度          平成 20年度          平成 22年度

教育委員会事務局        教育委員会事務局        教育委員会事務局
現地調査・遺物整理       現地調査 。遺物整理       現地調査 。遺物整理
教育長 小川 雄三       教育長 橋口 秀志       教育長 橋口 秀志
社会教育部長 黒住 章久    社会教育部長 黒住 章久    社会教育部長 大寺 直秀
教育委員会参事 柏木 一孝   教育委員会参事 柏木 一孝   教育委員会参事 柏木 一孝
(文化財課長事務取扱)     (文 化財課長事務取扱)     (文 化財課長事務取扱)
社会教育部主幹 丸山 潔    社会教育部主幹 丸山 潔    社会教育部主幹 渡辺 伸行
(埋蔵文化財指導係長事務取扱) (埋 蔵文化財指導係長事務取扱) (埋蔵文化財センター所長事務取扱)

社会教育部主幹 渡辺 伸行   社会教育部主幹 渡辺 伸行   埋蔵文化財調査係長 千種 浩
(埋蔵文化財センター所長事務取扱) (埋蔵文化財センター所長事務取扱) 文化財課主査 丹治 康明
埋蔵文化財調査係長 千種 浩  埋蔵文化財調査係長 千種 浩  文化財課主査 安田 滋
文化財課主査 丹治 康明    文化財課主査 丹治 康明    文化財課主査 斎木 巌
文化財課主査 安田 滋     文化財課主査 安田 滋     事務担当学芸員 佐伯 二郎
文化財課主査 山本 雅和    事務担当学芸員 阿部 敬生   遺物整理担当学芸員 西岡 誠司
事務担当学芸員 阿部 敬生   事務担当学芸員 中谷 正    遺物整理担当学芸員 中村 大介
事務担当学芸員 中谷 正    遺物整理担当学芸員 黒田 恭正 調査担当学芸員 富山 直人
遺物整理担当学芸員 黒田 恭正 遺物整理担当学芸員 佐伯 二郎 調査担当学芸員 中谷 正

遺物整理担当学芸員 中村 大介 遺物整理担当学芸員 中村 大介

調査担当学芸員 富山 直人   調査担当学芸員 富山 直人

調査担当学芸員 小林 さやか
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調査の経過

第 42次調査では、平成 19年 10月 15日 より、重機掘削を開始する。調査対象面積は 35∬ である。

順次人力による遺構検出作業を行い 10月 17日 に第 1遺構面の写真撮影を行う。その後、第 2遺構面の

検出を人力によって行い、 10月 22日 に写真撮影を行った。 10月 22日 より、隣接地における埋蔵文化

財の残存状況を確認するため、 トレンチ調査を実施し、重機による掘削と人力による精査を行った。結果

として、地表面より 13mにて、中世の包含層を確認した。図面関係の整理と、 トレンチの埋め戻しを行

い、平成 19年 10月 24日 に調査を終了した。

第 43次調査では、平成 20年 4月 7日 より、重機掘削を開始する。調査対象区域内に明治 19年代まで

は確実に使用されていた溜池が存在していることが事前にわかっていたため、池の範囲を確定し、影響深

度まで掘削して、人力による検出作業ののち、4月 18日 に、断面写真ならびに断面図を作成し、池の部

分を埋め戻した。以後、この部分を上置き場として使用しながら、東側の遺構が残存している部分の調査

を実施した。調査は、順次人力による遺構検出作業を行い、4月 23日 に写真撮影を行った。その後、第

2遺構面の検出を入力によって行い、 5月 14日 に写真撮影を行った。5月 15。 16日 に撤収作業を行い、

平成 20年 5月 16日 に完了して、すべての現地調査を終了した。

第 46次調査では、平成 22年 5月 10日 から、調査対象面積 600面 のうち、まず、調査区の北半につい

て重機掘削を行い、調査を実施した。 5月 14日 より、調査は一時中断したが、6月 10日 より、調査を再

開し、重機掘削、ならびに撹乱の掘り下げを行い、順次人力による遺構検出作業を行った。7月 22日 にクレー

ンによる写真撮影、7月 23日 に第 1遺構面の全景写真撮影を行う。7月 24日 には、現地説明会を実施した。

7月 26日 から、反転し、残 りの南半部分の調査区について、重機掘削ならびに人力掘削により、撹乱を

掘り下げ、調査を実施した。順次人力による掘削を行い、遺構検出作業を実施したが、南半では北半の範

囲で確認した時期の遺構が存在してい /d―かったため、検出した面を第 2遺構面として、 8月 10日 に写真

撮影を行った。その後、第 3遺構面について、順次人力による遺構検出作業を行い、8月 18日 に全景写

真撮影ならびに 8月 19日 にクレーンによる写真撮影も行った。8月 20日 より、井戸の断ち割 り、ならび

にピットの断ち割 りを行 /A― った。8月 25日 より、図面関係の整理と埋め戻しを実施し、8月 30日 に現地

から撤収を完了し、調査を終了した。

第 2節 遺 跡 の位 置 と環境

楠・荒田町遺跡が所在する中央区楠町と兵庫区荒田町の一帯は、北側に六甲山の山塊、東側は安養寺山

から神戸海洋気象台のある宇治野山、西側は会下山から滝山・菊水山と二方を囲まれた地形になり、北東

から南西に延びる楕円形状の盆地地形となる。その地形は南にいくほど低くなるが、六中山系から派生す

る石井川 。天王川とその合流した湊川が中央を流れ、かつては宇治川も西流していたと思われる谷地形が

残される起伏の多い地形である。

楠。荒田町遺跡はその南側の開口部の東半部を占めており、その南端には推定古代山陽道が抜けている。

周辺には荒田町の他に、「雪の御所町」「上・下三条町」「祇園町」「馬場町J「夢野町」「熊野町」「安濃城」「平

野」「市場」「湯の口」などの地名が残されている。また、天王川の谷を北へ遡るルー トは、古くは天王谷

越えと呼ばれ、現在も国道 428号線「有馬街道」 として有馬温泉から丹波へと抜ける交通路として利用

されている。
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周辺の遺跡

原始・古代

近隣では旧石器時代まで遡る遺跡は会下山遺跡などしかなく、きわめて少ない。縄文時代になると、楠・

荒田町遺跡でも縄紋早期以前まで遡る尖頭器が出上しており、中期から晩期にかけての土坑や貯蔵穴も検

出されている。雲井遺跡では、早期から前期 。中期・後期晩期と様々な時期の土器が出土しており、六甲

山南麓における縄文時代の中心的 /d‐遺跡である。宇治川南遺跡では早期から晩期にかけての遺物が出上し

ており、黒曜石や石棒・土偶なども出土している。山麓の祇園遺跡でも早期・前期の遺物が出土している。

低地では大開遺跡や上沢遺跡、五番町遺跡などが挙げられる。

弥生時代になると、遺跡は爆発的に増える。楠・荒田町遺跡では前期から中期初頭の貯蔵穴が検出され、

宇治川南遺跡や大開遺跡では前期の竪穴建物が検出されている。大開遺跡は前期前半の環濠集落である。

中期になると楠・荒田町遺跡でも竪穴建物や掘立柱建物、方形周溝墓などが検出され、宇治川南遺跡では

木棺墓群が見つかっている。後期には長田神社境内遺跡や上沢遺跡 。長田遺跡に集落が営まれる。また、

中期や後期には熊野遺跡・会下山遺跡、河原遺跡、天王谷遺跡、祇園神社裏山遺跡などの丘陵上にも高地

性集落が営まれるようになる。

周辺は市街化が著しいため、古墳は消滅や埋没したものが多いものと思われ、夢野丸山古墳・会下山二

本松古墳・念仏山古墳・池田古墳群 /A‐ どが知られているにすぎない。古墳時代の集落跡は、楠・荒田町遺

跡で中期や後期の建物が確認されている。他に、韓式系土器が出土した上沢遺跡や、御蔵遺跡、御船遺跡、

神楽遺跡、湊川遺跡、三番町遺跡などが知られる。さらに、松野遺跡では、古墳時代中期の居館と考えら

れる柵で囲まれた建物群が確認されている。また、松野遺跡の調査で、多量に臼玉が出土した遺構も確認

しており、祭祀関連の遺構も存在 していたと考えられる。また、下山手北遺跡では 7世紀前半の倉庫を

含む掘立柱建物群が検出されている。

奈良時代の遺跡には、銅椀が出上した上沢遺跡、8世紀末～ 9世紀の倉庫を含む掘立柱建物が検出され

八部郡衡の推定地である御蔵遺跡や、神楽遺跡、御船遺跡などがあり、楠・荒田町遺跡内の国立大学法人

神戸大学医学部附属病院構内でも多くの土器が出土した土坑が検出されているが、その他の地区では土器

が散見されるにすぎない。兵庫津遺跡では大輪田泊の時代にまで遡る遺物が、兵庫津遺跡第 32次調査で

出上しており、今後の調査に期待がもてる。室内遺跡からは土製の仏像の一部や瓦が出土しており、寺院

跡の存在が窺われる。平安時代前半の遺跡には下山手北遺跡があり、貴族クラスの邸宅跡と考えられる園

池を伴う掘立柱建物群が検出された。宇治川南遺跡では 10世紀末から 13世紀前半の遺物が出土している。

神楽遺跡では平安時代中期の緑釉陶器・灰釉陶器などの遺物が出土している。二葉町遺跡では、複数の広

範囲にわたる調査を実施 しており、H世 紀後半から、 13世紀前半にかけての集落の変遷が理解できる貴
重なデータを提供している。

中世

平安時代後半から鎌倉時代初頭の遺構・遺物の出土は増加する。

この時期の代表的な遺跡のひとつ、祇園遺跡は、神戸市兵庫区にあり、旧平野と呼ばれていた場所にあ

る。平成 5年度より調査が開始された遺跡で、京都系土師器が出土するほか、庭園遺構の検出された遺跡

としても著名である。その造 りは、とても精緻で京都の同時期の庭園遺構と比較しても、遜色の /1‐い見事

なものである。この庭園遭構の時期は、土器型式からみておおよそ 2型式程度の時期幅に収まるもので、
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1■
1森北町遺跡
2.本山遺跡
3.本山北遺跡
4.魚崎中町遺跡
5.岡本北遺跡
6.住吉宮町遺跡
7.郡家遺跡
8.八幡遺跡
9.篠原遺跡
10,五毛遺跡
11.岩屋北遺跡
12。 日暮遺跡
13.旧三宮駅構内遺跡
14.下山手遺跡
15.祇園遺跡
16.雪御所遺跡

17.宇治川南遺跡
18.楠・荒田町遺跡
19.兵庫津遺跡
20.大開遺跡
21,上沢遺跡
22二番町遺跡
23.五番町遺跡
24.長田神社境内遺跡
25.御蔵遺跡
26.神楽遺跡
27.戎町遺跡
28.大田町遺跡
29,松野遺跡
30.大橋町遺跡
31.二葉町遺跡
32.長田野田遺跡
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図 2 中世における神戸市六甲山南麓主要遺跡位置図
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図 3 楠・荒田町遺跡周辺遺跡位置図 (S=1/25000)
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非常に短時間のうちに何度も補修と改修が行われていたことが確認されている。そして、時期的には、清

盛が福原を「遁世退老之幽居Jと していた時期と一致するのである。また、遺構からは、輸入陶磁器など

の出土が認められる。これらの遺構と遺物の内容から、この地は、平氏の中でもかなり身分の高い人物の

別荘であった可能性が高いのである。また、 12世紀後半の上器資料としても、神戸市域における指標と

なるものである。なお、庭園遺構の洲浜の堤が、約 N-52° 一 Eの東西方向で、祇園遺跡周辺部の現状

の地割 りに近い方位と/1-っ ている。これとは別に、同時代と考えられる石垣等が検出されており、この石

垣はN-37° ―Wの南北方向をとるものである。

三葉町遺跡では広範囲に調査が行われており、中世の集落の様相がほぼ復元可能な貴重な資料提供して

いる。集落は、H世 紀中頃から 13世紀中頃にかけて綿々と営まれており、 12世紀後半以降に集落が拡

大し、 13世紀にはピークを迎える。集落内部には、規模の異なる建物が配置されており、単なる住居群

としてではなく、住居群と共にいくつかの用途をもった建物を含む居住域が形成されている。建物の方向

は、現状の周囲の地割 りに近い方位をとりながら、それぞれ個別に微妙に異なっており、おおよその方向

性の中で、微地形などの影響を受けた結果、個々に微妙に異なったと考えられる。

御蔵遺跡では、弥生時代以降継続 して生活が営まれているが、奈良時代には三彩や皇朝 12銭が出土す

るほか、大形の掘立柱建物など、宮衡的な性格をにじませている。その他中世墓群も確認されている①

長田神社境内遺跡では、平安時代から鎌倉時代にかけての遺構遺物はそんなに多くは /3‐いが、長田神社

境内遺跡第 17次調査において、 12世紀後半と考えられる土坑 (SK06)か らセットで土器が出土してい

る他、谷状の遺構から、祭祀にかかわるとみられる遺物が出土している。

上沢遺跡でも中世の資料は増加しているが、上沢遺跡第 55次調査の ST01か らは、 13世紀前半と考え

られる土師器が出上している。

五番町遺跡では、H世 紀後半以降の建物群などが確認されており、それに伴って、土器の出土が認め

られる。

二葉町遺跡の鋤溝は、現状の周囲の地割 りにほぼ沿うものであり、時期としては 12世紀後半とされて

いる。この鋤溝の他に、御蔵遺跡や松野遺跡など、それぞれの遺跡における周囲の現状の地割り方向に一

致する鋤溝が多く確認されている。また、大橋町遺跡 1次調査で確認されている鋤溝は、飛鳥時代では、

調査区の周囲の現状の地割 りと異なっていたものが平安時代後期より少し前から現行の地割 りにほぼ揃う

鋤溝の方向へと変化している。さらに、二葉町遺跡では、神戸市長田区久保町六丁目における調査におい

て、確認されている建物群は、この鋤溝を切って建てられており、鋤溝より後出するものである。ただし、

建物はこの方向に規定されるようにして建てられている。

これらの鋤溝の多くが 12世紀以降と考えられ、部分的にであるにしても 12世紀前半にはすでに現存

する地割に一致する方向へと変化する区域が存在し始めていたと考えられるのである。このことから、断

片的であるにしても 12世紀中ごろには、八部郡内において広範囲に条里的 /d―方向の一致が意識されてい

たと考えられるのであるが、あくまでも部分的なものであり、全体の地割 りによる条里の整備は段階的に

行われ、完成したものと考えられる。

西摂西部地域における土器の様相としては、京都系土師器とともに、回転糸切り底部の在地系土師器が

混在する傾向がある。ただ、祇園遺跡の SX07や楠・荒田町遺跡第 H151次調査の SK01出 土の土師器群

については、在地系の土器は含まれるとしても、比率としてはわずかである。つまりは、祇園遺跡並びに

楠 。荒田町遺跡周辺は土師器の様相として、京都色が強い特異な状況を示している地域と考えられる。
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楠・荒田町遺跡では、 1978年 に最初の調査がおこなわれて以来、多くの調査が実施されており、その

成果も多岐にわたる。

調査開始当初に確認された弥生時代前期の集落は、その後の調査から広範囲には広がっていかないこと

がわかり始めている。中期には土器などの出土量は増え、その地点も広がりを見せるが、集落域と墓域に

わかれ、それぞれが領域を広げたことを示していると考えられる。古墳時代の様相は不明瞭な部分が多い

が、奈良時代には遺構・遺物が散見できる。奈良時代にはこの周辺に集落の営みが想定されるが、規模に

ついては不確定である。

楠・荒田町遺跡第 2次調査では、大型の柱掘方をもつ掘立柱建物 と共に 2条の壕が確認されている。

建物の方位は、約 N-40° 一 W前後である。 しかしその南で確認されている 2条の壕は方向が建物と

は異なるもので、おおよそ N-70° 一 E前後の方向をとるものである。この溝は、 V字状の断面をもつ

もので、都城関係の清というよりは、軍事的な防御的性格の強いものと考えられる。この他に、兵庫県教

育委員会において、いくつかの調査が実施されている。これらの調査によって、溝や建物などが確認され

ており、時期としては福原離宮の時期に相前後するものと考えられている。特に、楠・荒田町遺跡第 26

次調査では、L字形に配置された 2棟の建物が検出された他、南北方向に走る溝が検出されている。時期

としては福原離宮の時期に前後するものと考えられている。これらの遺構のほとんどは、N-16～ 17°

― W前後の方位をとるのである。これらの遺構の方位は、楠・荒田町遺跡第 2次調査以降、今回の調査

で検出されている壕に近い区画の方位と考えられるのである。また、鎌倉時代の遺構も確認されているが、

それらの主な方位は 12世紀代のものとほぼ一致しており、基本的には周辺の地割 りを踏襲 していたもの

と考えられるのである。

国立大学法人神戸大学医学部附属病院関連の調査以外にもいくつか調査が実施されている。

楠・荒田町遺跡第 10・ H次 調査では、壕状遺構が確認されている。この壕状遺構は、幅約 5m、 深さ

1,7mを測る断面 V字状のもので、時期としては、12世紀から 13世紀と考えられる。この遺構の方位は、

明治 19年作成の偶製地形図に見られる地割 り方向に近い方位をとるもので、祇園遺跡の庭園遺構の洲浜

の方向とほぼ一致するものである。

また、楠・荒田町遺跡第 12次調査では、溝が一条確認されている。この溝は、二段に掘り込まれており、

幅 5m以上、深さ 1.4m以上を測るものである。溝幅は推定で、10m近いものであり、時期としては 12

世紀後半から 13世紀と考えられている。溝の方位は、楠・荒田町遺跡第 10・ H次 調査で確認されてい

る壕状遺構とほぼ一致している。

楠・荒田町遺跡第 16次調査では、柵によって区画された掘立柱建物群 10棟が確認されている。これ

らの建物の内、SB02と SA01が H世 紀後半、SB03が 12世紀代、SB09。 SB10が 13世紀代と時期があ

る程度特定できる。これらの内、 12世紀代とされる SB03の方位は、N-39° 一 Wで、この方位とほば

一致する建物や柵列としては、SB02・ SB05。 SA01。 SA05があり、福原離宮の時期に該当する柵で囲ま

れた邸宅の可能性がある。なお、SB03の示す方位は、明治 19年作成の恨製地形図に見られる調査地区

周辺の地割 り方向に近い方位で、強い真北への意識は認められず、周囲全体の地割 りからも特に特異な方

向ではない。おそらくは、山陽道に近い方位で地形に合わせて開発された区画によって規定された建物の

方位と考えられ、楠・荒田町遺跡周辺でも水田区画等の方位を大きく改変して建物を建てることはなかっ

たと考えられる。つまりは、周囲の地形的制約の中での段階的開発によるもので、この緩やかな規制を越

えて、北を意識した大規模な開発についてはその資料並びに根拠は希薄である。
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第 2章 第 42次調査

第 1節 第 42次調査区の位置と基本層序
第 42次調査区は、中央区楠町 7丁目。国立大学法人神戸大学医学部附属病院の旧本館の北西端にあ

たり、兵庫県教育委員会によって実施された第 H15-1次調査「楠・荒田町遺跡Ⅱ掲載の遺跡調査番号

2003172」 (以下県報告Ⅱと省略する)の西、第 46次調査の北に位置する。

調査区の基本層序は、H Ocmの盛土の下に淡黄灰色粗砂 (層厚 15cm)が ある。以下の層が包含層となっ

ており、淡褐色中～粗砂 (層厚 25cm)、 褐色シルト混中～細砂 (層厚 20cm)で、いずれにも土器が含ま

れている。時期としては、平安時代から鎌倉時代にかけてと考えられる。さらに、暗褐色砂混シルト(10cm)。

灰褐色砂混シルト (20cm)で 、それぞれ下面が遺構面である。第 1遺構面は、平安時代であり、第 2遺

構面は奈良時代から平安時代にかけての時期と考えられる。

第 2節 第 1遺構面 の遺構 と遺物
暗褐色砂混シルトを包含層とする下面で、灰褐色砂混シルトを基盤とする遺構面である。

調査区からは溝並びにピットを検出した。

溝 (SD101)は幅 50cm、 深さ 10cmで、北東から南西に流れる。この溝の方向は、県報告Ⅱ掲載の V

字形壕 SD01(以下 V字形壕と省略する。)と方向が近いが、正確には、2次調査で確認されている建物

の方向も含めて若干異なる。なお、溝の時期は、出土遺物が細片のため図示できないが、溝からは 11世

紀から 12世紀にかけての遺物が出土しており、V字形壕に先行すると考えられる。

ピットは、一辺 30cm前後の方形のものが中心であり、深さは 10～ 20cmを測る。建物としてのまと

まりは確認できていない。ピットの底には礎盤として、石を据えているものが確認されている。p五 1の

石の底から土器が出土しているが、時期としては 6世紀後半から末のもので、たまたま下層の遺構であ

る溝の遺物が混入したのか、又は 6世紀代の遺構なのか判断しにくい状況である。各ピットは建物として

はまとまら/h―い。

pit l出土の須恵器 1は、口径 14.Ocm、 器高 3,9cmを測る邪蓋である。天丼部と口縁部の境は不明瞭

である。口縁端部は、上方に伸びて丸く収める。口径と形状から、田辺昭三氏による陶邑編年での TK43

型式に比定しうるものと考えられる。

第 3節 第 2遺構面の遺構 と遺物
灰褐色砂混シルトを包含層とする下面で、暗褐色シルトを基盤とする遺構面である。

溝 (SD201)は深さ 20cmほ どで、幅は調査区外に延びるため不明である。溝から出土した遺物から、10

世紀末頃を中心とした時期と考えられる。

溝 (SD202)は、幅 80cm、 深さ 10cmを測る。清から出上した遺物はいずれも細片であり、明確な時

期は提示しえない。

ピットはいずれも直径 20～ 30cmの 円形で、深さは 20～ 30cmを 測る。建物としてのまとまりは確

認できていない。出土した遺物の年代から、これらのピットは 9世紀から 11世紀にかけての時期と考え

られる。
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1再
1:pit l・ 須恵器、
2・ 3:SD201・ 黒色土器、
4:SD201・ 土師器

図7 楠・荒田町遺跡第 42次調査出土遺物実測図

SD201出土の黒色土器椀 2は、口径 14.8cm、 器高 6.2cmを測る。底部から外上方に延び、中程で屈曲

する体部をもつ。日縁部はやや外反気味に延び、端部はやや方形を呈する。高台は、高 く、やや台形に近い。

SD201出上の黒色土器椀 3は、口径 17.4cm、 器高 5.4cmを測 り、底部から内湾気味に外上方に延びる

体部から、やや外反気味に立ち上がる口縁部をもつ。口縁端部内面には沈線が施されている。体部内面に

は細かなヘラミガキが密に施されている。高台は、粘土紐貼 り付けの断面三角形に近いものである。およ

そ、 10世紀末と考えられる。

SD201出土の上師器甕 4は、頸部から体部上半に至る破片である。頸部外面は強いナデを施 し、体部

外面はタテハケである。体部の肩の部分に十字のヘラガキが認められる。

第 4節 小結
第 42次の調査では、溝、並びにピットを確認している。第 1遺構面で確認した溝、並びにピットは平

安時代の可能性が高く、およそ 11世紀～ 12世紀にかけての時期であると考えられる。第 2遺構面では

9世紀から 11世紀の遺構が確認されている。いずれもこれまでの調査で確認されてはいるものの、その

事例は少なく、貴重な事例の確認といえよう。

なお、可能性としてではあるが、第 2次調査で確認されている建物はその方向が現況の地割り方向と大

きく異なっている。周辺部の調査から、現況の地割り方向へと変化していくのが 12世紀以降と考えられ

ることから、時期的には第 42次調査で確認された時期に相当すると考えられる。

第 3章 第 43次調査

第 1節 第 43次調査区の位置と基本層序
第 43次調査区は、中央区楠町 6丁目・国立大学法人神戸大学医学部附属病院敷地の南側にある大学院

演習施設群の敷地の東に位置し、兵庫県教育委員会によって実施された楠 。荒田町遺跡Ⅱに掲載の遺構調

査番号 970318・ 970349(以下県報告Ⅱとする)の位置にほば重なる部分がある。

調査区は、国立大学法人神戸大学医学部附属病院の校合建設によって影響の及ぶ範囲と深さ (工事掘削

影響深度、G.L.-2.5m)を基準として、影響の及ぶ範囲について実施している。

調査地は、東から西に傾斜しており、西側およそ 2/3は後世の溜池によって遺構面が削平されている。

また、溜池の底は、工事影響深度より深いため、一部を確認するにとどめている。

基本層序は、約 50cmの盛土・撹乱ののち、茶褐色小礫混細～中砂 (第 2層 )、 灰褐色小礫混細～中砂 (第

8層、第 1遺構面)、 黄色少礫混シルト (第 18層、第 2遺構面)と なる。
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第 2節 第 1遺構 面 の遺 構 と遺 物

茶褐色小礫混細～中砂を包含層とする下面で、灰褐色小礫混細～中砂を基盤とする遺構面である。調査

区からは中世の清を 4条、土坑 2基、ピットならびに溜池を確認している。

調査区は遺構の残っている東半分についても撹乱が多い。調査区の西で確認された溜池は、明治 19年

頃の恨製地形図にも記載されており、埋没時期はそれ以降と考えられる。掘削時期については、池の最下

層の埋土から、中世の遺物しか出土 しておらず、池斜面に位置する SK201を切っていることから、 11世

紀以降、おそらくは、中世以降の中でのことと思われる。

調査区の北東で検出した SD101～ 104は、方位 としては、N-30° ― Eの方向にそれぞれほぼ並行

してはしる溝である。SD101は幅 07m、 深さ 0.lmを測り、 4条の中で最も浅い。埋土は淡黄灰色シル

トである。

SD102は SD103と 切 り合い、SD103よ り新しい。底面は平坦で、幅は 0,7m、 深さ 0.3mを測る。埋

土は黄灰色細～中砂、淡黄灰色粘質シル トである。この溝は灰褐色シル ト混細砂を埋土にもつ溝 (SD103)

を切 り込んでいることが断面で確認できる。

SD103は幅 09m、 深さ 0.3mを 測 り、底面は平坦である。埋土は最終堆積から順に灰白色細砂混シル

ト、灰白色粘質シル ト、灰褐色シル ト混細砂、灰色細砂である。

SD104は、幅 0,9m、 深さ 03mを 測 り、SD103と 平行してはしる清である。埋土は暗灰褐色シル ト、

高台は台形を呈し、比較的高い立ち上がりを持つ。高台のみの
ギ言犀希
色シルト

出

試 く

ため時期

|ぎ程協埓垂彗哲穂検出した土坑である。撹乱の

ため規模は不明、深さ 02mを 測 り、埋土は灰黄色シル ト混細 2灰褐色細砂
3灰色細砂

砂、黄灰色細砂混シル トで、瓦器椀が 1点のみ出土 している。

SK101出土の 5は、口径 15cm、 器高 4.5cm、 高台径 3.5cm

T P+22 0m

灰褐色細砂、灰色細砂である。

SD104出土の 6は、高台径 7.2cmを 測る灰釉陶器である。

T P+22 50m

T P+21 6m

ヤ
SD1 01

T P+21 6m

1 黄灰色細～中砂
2淡黄灰色粘質シル ト
3灰 白色細砂混シル ト
4灰 白色粘質シル ト
5灰褐色シル ト混細砂
6灰色細砂

図 9 楠・荒田町遺跡第 43次調査
SD101～ SD104土層断面図

1 盛土
2 暗灰色細～中砂
3 灰色細～中砂
4 灰色シル ト

灰色小礫混細砂
黄灰色細砂

暗灰色シル ト

５

６

７

刊 盛土
2 茶褐色小礫混細～中砂
3 淡灰黄色細砂
4 淡灰褐色小礫混細～中砂
5 褐茶色小礫混細砂
6 淡灰褐色細砂
7 淡灰色細砂
8 灰掲色小礫混細～中砂
9 灰褐色礫混中砂
10 茶褐色小礫混細砂

0

11 暗灰褐色細砂
12 暗灰色小礫混細砂
13 淡灰黄色シル ト混細砂
14 淡灰褐色細砂
15 茶灰色細砂混シル ト
16 灰黄色極細砂
17 黄灰色細砂
18 黄色小礫混シル ト
19 黄色粗砂

図 10 楠・荒田町遺跡 43次調査調査区断面図
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楠・テ細ヨH磋動第 43歩証麿 SK1 01平面・断面図

および遺物出土状況図

図 11 楠・荒田町遺跡第 43次調査溜池範囲確認図

灰掲色小礫含細砂混シル ト
灰黄色粗砂混細砂
灰黄色細砂   0

図 13 楠。テ訥■磋動第 43次調蔭 SK102平面 。断面図

および遺物出土状況図
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を測る瓦器椀である。断面台形状の比較的低い高台を貼 り付けている。内面には、わずかに横方向の暗文

が確認できる。日径は 15cmを保つが、器高が 4.5cmと 5cmを切る事例であり、時期としては、 13世紀

中葉～後葉と考えられる。

SK102は 、調査区の南東で検出した土坑で、撹乱のため正確な規模は不明である。深さ 0.3mを 測 り、

埋土は灰褐色小礫含細砂混シル ト、灰黄色粗砂混細砂、灰黄色細砂である。SK101よ り、やや時期差の

ある瓦器椀・土師器皿が出土している。

SK102出土の瓦器椀 7は、口径 15.6cm、 器高 4.Ocm以上を測る。内面には横方向の暗文、内面見込み

部分には数条の並行線の暗文が認められる。外面はナデ、ならびにユビオサエによる圧痕が残る。

瓦器椀 8は、日径 16.Ocm、 器高 4.6cm、 高台径 5cmを 測る。高台は、紐状の粘土を貼 り付けた程度の

低いもので、高台 としての機能は失われている。内面の調整は摩滅のため不明である。

瓦器椀 9は、復元径 15.8cmを測る。口縁部外面は、ヨコナデを施す。内面の暗文は摩耗が著 しく、不

明である。

瓦器椀 10は、復元径 15,6cmを測る。底部内面の見込み部分の暗文は平行線文であり、体部内面中程

には螺旋状暗文を施す。

瓦器小皿 11は、日径 9.5cm、 器高 1.4cmを 測る。底部 と口縁部の境が不明瞭で、日縁部のみヨコナデ

によって仕上げられている。内面には横方向の暗文が認められる。

瓦器小皿 12は、口径 8.6cm、 器高 1.8cmを測る。内面は磨耗のため不明である。

これらの瓦器の一群は、やや時期幅がある可能性もあるが、神戸市域の六甲山南麓において、須恵器の

出土が減少し、瓦器の占める割合が増加する時期に相当し、 13世紀前葉から中葉と考えられる。

土師器皿 13は、口径 13.8cm、 器高 3.Ocmを測る。日縁部は外上方に伸び、端部はほば面を持たずに

丸く収められている。体部上半の外面には 1段ナデが施されてお り、土師器皿の形状からは、 13世紀中

頃の特徴を備えている。

土師器鍋 14は、日径 28.4cm、 器高 7.Ocmを測る。

第 1遺構面のピッ トは 13基検出した。規模はいずれも直径 0.2～ 0.4m、 深さ 0.2～ 0.4mを測る。

埋土は大きく分けて、黄色シル トブロッ

ク混褐灰色細砂、淡茶灰色シル ト混細

砂、淡黄色細砂に分けることができる

が、散在 しており、並ぶものはない。ま

た出土した土師器・須恵器はいずれも細

片であるため、時期は不明である。

0             10cm

5:瓦器椀・SK1 01、 6:灰釉陶器 i SD104

図 14 楠・荒田町遺跡第 43次調査
SK1 01・ SD104出 土遺物

11

7～ 12:瓦器、13・ 14:土師器
0               20cm

図 15 楠・荒田町遺跡第 43次調査 SK1 02出 土遺物

-17-



第 3節 第 2遺構 面 の遺 構 と遺 物
灰褐色小礫混細～中砂を包含層 とする下面で、黄色小礫混シル トを基盤 とする遺構面である。調査区か

らは中世の清 1条 (SD201)、 土坑 2基を確認している。

SD201は撹乱により東西に分断されているため、当初別の遺構 として掘削 していたが、断面の形状、

出土遺物により同一遺構 と判断 した。東西方向のこの溝は、幅 6.4m、 深さ 0.2mを 測る。断面は北側、

緩やかに傾斜しているのに対 し、南側は立ち上がりが急である。

出土遺物はサヌカイ ト片、大型蛤刃石斧の一部や、古墳時代から中世の土器が出土しており、時期幅が

ある。ただ、溝の北西側で平安時代前期の土師器好・甕の破片がややまとまって出土している。

15。 17・ 18・ 21は、土師器皿である。 15は、口径 1lcmを測る小型のもので、17は口径 14cmを測る。

いずれも口縁端部内面に段を持ち、日縁端部は外反する。 18は、日径 13.8cm、 器高 2.7cmを測る。底部か

ら緩やかに外上方に伸びる口縁に、やや外反する端部をもつ。口縁部は 2段のヨコナデ調整にて仕上げられ

ている。口縁端部内面先端には細い沈線を施す。21は、口径 15,2cm、 器高 2.9cmを測 り、底部から屈曲し

て外上方に延びる体部を持つ。口縁部はやや外反し、口縁端部内面には沈線を施す。

16・ 19。 20・ 22～ 25は 土師器不 である。 16は、 回径 H.4cm、 器高 3.2cmを 測 る。 19は、 日径

16.4cm、 器高 3.7cmを測る。底部から屈曲して外上方に伸びる口縁に、やや外反する端部をもつ。口縁

部はヨコナデ調整にて仕上げられている①20は、口径 13.2cm、 器高 3.4cmを測る。口縁部は外上方にの

び、端部は丸く収める。日縁端部外面はヨヨナデ調整によって仕上げられているが、あまり明瞭では /d―い。

22・ 24は、底部から緩やかに外上方に伸びる口縁に、やや外反する端部をもつ。口縁部は 2段のヨコナ

デ調整で仕上げている。口縁端部内面先端には細い沈線を施す。22は、日径 14 4cm、 器高 3.5cm、 24は、

口径 17cm、 器高 3.3cmを測る。23は、日径 15cm、 器高 3,7cmを測 り、底部から内湾気味に緩やかに外

上方に延びる体部を持ち口縁部は外反する。25は 口径 17cm、 器高 5cmを測る。

26・ 27・ 29は高台を持つ土師器椀である。26は、高台が台形を呈し、やや外下方に広がる形状で、径

10 2cmを 測る。底部から体部にかけては丸みを帯びた器形である。内外面ともに磨きによる調整であるが、

摩滅のため一部しか確認できない。27は、高台径 13.2cmを測る。高台は台形を呈する。底部からやや屈

曲して外上方に伸びる体部をもつ器形である。体部には内 。外面 ともに回転ナデが施されている。29は

高台径 6.6cmを測る。

28。 30は、須恵器不である。高台径はそれぞれ、28が 8.4cm、 30が 8cmを測る。

31は、須恵器椀である。高台径は、8.Ocmで ある。

32は、断面三角形の高台を持つ黒色土器である。高台径は、8cmを測る。

これらの土師器には、先端内面に沈線が施されるものもあり、やや古い傾向の土器が含まれる。そのた

め、 10世紀から 11世紀にかけてのやや時期幅を持つ土器が出土していると考えられられる。

SK201は、調査区の南、池の肩に位置する。不定形な形状で、埋土は灰褐色礫混細砂である。埋土内からは、

細片ながら、 10世紀から 11世紀にかけての土師器・須恵器が出土 している。

SK203は、SD201の底から切 り込む長辺 1,8m、 短辺 1.2m、 深さ 0.5mを 測る長方形に近い形状で、

断面 U字状・底面は平坦を呈する土坑である。埋土は灰褐色小礫混細砂、褐黄色極細砂、暗灰褐色シル

ト混細砂、灰褐色細砂、灰黄色シル ト混細砂、黄灰色細砂混シル トである。遺構の時期は、土器が細片の

ため不明である。
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第 4節 小 結

第 43次調査では、調

査区の大部分が池であっ

たが遺構面の残存してい

る東側では遺物が多く出

上している。第 1遺構面

の溝や土坑は、13世紀中

頃を中心 とした時期であ

り、下層の SD201か らの

出土遺物の時期から、 11

世紀を中心とした時期と

考えられる。第 1遺構面

の清の方向は周囲の現行

の地割 り方向に近く、下

層の SD201の方向は上層

の溝の方向から直交した

方向となっている。現行

の地割 りが H世 紀代に

までさかのばるかの問題

は別としても、この頃に

作成された地割 りは、そ

の後の周囲の開発におい

て既成状況として影響を

与えたと考えられる。

__∃-30
15～ 27・ 29:土師器、3

0

T P+20 8m
a

す

lm

1 灰褐色礫混細砂

図 16 楠 。荒田町遺跡第 43次調査 SK201遺物出土状況並びに断面図
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図 17 楠・荒田町遺跡第 43次調査 SD201出土遺物
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第 4章 第 46次調査

第1節 第 46次調査区の位置と基本層序
第 46次調査区は、中央区楠町 7丁 目・神戸大学医学部附属病院の旧本館の北西端にあたり、兵庫県教

育委員会によって実施された H151次調査「楠・荒田町遺跡 Ⅱ掲載の遺跡調査番号 2003172」 (以下県

報告Ⅱと省略する)の西に位置する。

調査区は、北地区と南地区に分け、反転掘にて調査を実施した。

基本層序は、 H Ocmの 盛土の下に淡褐灰色シ

ル ト混中～粗砂がある。以下の層からが包含層 と

なっており、淡褐灰色シル ト混細～粗砂、明褐灰

色シル ト混細～中砂で、いずれにも土器が含まれ

ている。時期としては、平安時代から鎌倉時代に

かけてと考えられる。上記の層の下層に当たる暗

褐色砂混シル トの上面が遺構面である。第 1遺構

面は、鎌倉時代から平安時代にかけての時期であ

る。ただし、暗褐色砂混シル ト上面で SD01等を

検出したが、削平等により、南半にはこの層は存

在せず、灰褐色シル ト混極細砂上面が第 2遺構面、

下面が第 3遺構面となる。第 2・ 3遺構面は平安

時代から奈良時代にかけての時期と考えられる。

T P+27 0m
a

26 0m

25 0m

盛土

鳩乱
5灰褐色シルト混極細砂
6黒灰色砂混シルト

１

２

３

４

褐灰色シルト混極細砂 7茶 灰褐色シルト混極細砂
淡褐灰色シルト混極細砂 8黄灰色シルト

図 19 楠・荒田町遺跡第 46次調査区南壁基本土層断面図

第 2節 第 1遺構 面 の遺構 と遺物
SD01(V字形壕)は、調査地の一部で確認された淡褐灰色シル ト混細～粗砂の下面にて検出した壕で、幅

400cm、 深さ175cmを測 り、北東から南西にはしる。

SD02(U字 形壕)は、調査地の一部で確認された淡褐灰色シル ト混細～粗砂の下面にて検出した壕で、幅

180cm、 深さ170cmを 測 り、引ヒ東から南西にはしる。

これらの壕は、以前に確認されている2重壕の続きと考えられる。

この 2本の壕はほぼ並行 しており、壕の方位は N-70° 一 Eである。SD02の堆積は断面からは北西

側からの堆積によって埋まっていく過程が観察される。また、遺物の出土状況では、SD01か らは北西側

の肩からまとまって多く出土 しているのに対 して、SD02か らは、細片が多く、その量も、SD01に 比べて、

極端に少ない。今回 20mほ どの長さを確認 したが、第 H151次調査の事例を含めると、全長約 64m分

を確認 したことになる。また、最終堆積段階であるが SD01と SD02の切 り合い関係を断面で確認しており、

SD02の 堆積後に SD01の堆積があり、最終の埋没は SD01と なっている。

溝 (SD03)～清 (SD05)は盛土直下で検出している。

溝 (SD03)は、幅 80cm、 深さ 90cmを 測り、北東から南西に流れる。この清は、SD01・ 02の南にあり、

方向もほぼ一致しているが、出土遺物から、溝の時期は幕末と考えられる。

溝 (SD04)は、幅 100cm、 深さ 100cmを測 り、北東から南西に流れる。この溝は、SD01・ 02の南に

-21-
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0             5m

図 20 楠 。荒田町遺跡第 46次調査第 1遺構面全体図
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TP+26 20m

SD01・ 02土層断面図層名

1盛土
2淡褐灰色シル ト混中～粗砂 (上壌化 )
3淡 褐灰色シル ト混細～粗砂 (上壌化)
4明 褐灰色シル ト混細～中砂
5灰褐色シル ト混中～粗砂 (小礫含む )
6灰褐色細～粗砂 (小～中礫含む )
7淡 灰褐色中～粗砂
8淡 褐色シル ト混細～粗砂
9暗 掲色シル ト混細砂
10淡黄灰色粗砂
11淡灰褐色細～粗砂 (大礫含む )
12暗褐色粗砂 (中～大礫含む)
13暗褐色細砂
14灰褐色中～粗砂 (シル ト含む)
15黒褐色シル ト混細～中砂 (淡灰色シル トブロック混)
16褐色シル ト混細～中砂
17黄橙色細～中砂
18褐灰色シル ト混中砂
19淡黄灰色シル ト混中～粗砂
20淡褐色シル ト

図21 楠・荒田町遺跡第 46次調査第 1遺構面 SD01。 SD02土層断面図

あり、方向もほぼ一致しているが、出土遺物から、清の時期は幕末と考えられる。

溝 (SD05)は 、現状で、幅 90cm、 深さ 60cmを測 り、北東から南西に流れる。SD03と 切 り合い関係にあり、

SD03に先行するものである。この清は、SD01・ 02の南にあり、方向もほぼ一致しているが、出土遺物から、

溝の時期は幕末 と考えられる。

また、 調査区西半で確認している石組は、幕末以後のものである。

SD01最下層出土遺物としては、土師器皿と瓦器椀がある。

33～ 40は土師器皿である。33は 口径 9,Ocm、 器高 1.5cmを 測り、底部から屈曲する体部を持ち、体

部上半には 1段ナデを施す。口縁端部外面は、外傾する面を持つ。34は、口径 9.Ocm、 器高 1.5cmを 測 り、

底部から屈曲する体部を持ち、体部上半には 1段ナデを施す。口縁端部は丸みをおびてお り、明確な面

を持たない。35は、口径 9.lcm、 器高 1.8cmを測 り、底部から屈曲する体部を持ち、体部上半には 1段

ナデを施す。口縁端部外面には、外傾する面を持つ。36は、口径 9.lcm、 器高 1.3cmを測 り、底部から

屈曲する体部を持ち、体部上半には 1段ナデを施す。口縁端部は丸みをおびており、明確な面を持たない。

21淡灰褐色中～粗砂
22淡褐色細砂混シル ト (黄灰色シル トブロック混 )
23褐色粗砂
24黄掲色細～中砂
25灰褐色中～粗砂
26淡青灰色シル ト
27淡黄灰色中～粗砂
28暗褐色シル ト混粗砂
29黄橙色粗砂 (小～中礫含む )
30褐色小～中礫混粗砂
31暗褐色シル ト混細～中砂
32淡黄褐色シル ト混細～中砂
33灰褐色細砂混シル ト
34暗灰褐色シル ト混細～中砂
35黒褐色シル ト混細～中砂
36黒灰色細～中砂混シル ト
37黄褐色粗砂
38黒灰色細砂混シル ト
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21.灰茶色シル ト混細砂
22,暗茶灰色シル ト混極細砂
23.淡灰茶色粗砂

―

24.暗灰褐色シル ト
25.茶灰色粗砂
26.暗灰茶色粗砂
27.暗灰掲色粗砂～シル ト

図22 楠・荒田町遺跡第46次調査第 1遺構面 SD01最下層遺物出土状況

20灰色シル ト
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37は、口径 9.5cm、 器高 2.Ocmを 測 り、底部から屈曲する体部を持ち、体部上半には 1段ナデを施す。

口縁端部は丸みを帯びてお り、明確な面を持たない。38は、口径 9 2cm、 器高 1 7cmを 測 り、底部から

屈曲する体部を持ち、体部上半には 1段ナデを施す。口縁端部外面は、外傾する面を持つ。

39は、口径 10.4cm、 器高 1.8cmを測 り、底部から屈曲する体部を持ち、体部上半には 1段ナデを施す。

国縁端部外面は、外傾する面を持つ。40は、日径 13.8cm、 器高 2.5cmを測り、底部から屈曲する体部を持ち、

体部上半には 1段ナデを施す。口縁端部外面は、外傾する面を持つ。

3     4

5                      6

7                          8

図23 楠・荒田町遺跡第 46次調査第1遺構面 SD01最下層出土遺物

41は、口径 15 2cm、 器高 4.3cmを測る瓦器椀である。底部から緩やかに内湾 して立ち上がる体部に

やや外反する口縁部を持つ。口縁部外面にはナデを施す。内面の見込み部分にはやや荒い平行線暗文を施

す。底部の高台は低い逆三角形を呈するが、一部はひも状に退化している。

42は、口径 15,6cm、 器高 4.8cmを 測る瓦器椀である。底部から緩やかに内湾 して立ち上がる体部に

やや外反する口縁部で、口縁部外面にはナデを施す。内面の見込み部分には平行線暗文を施す。底部の高

台は低い逆三角形を呈するが、一部はひも状に退化している。

SD01中層からの出土遺物としては、土師器・瓦器・瓦がある。

43は、日径 14 1cm、 器高 2.6cmを 測る土師器皿である。底部から屈曲する体部を持ち、体部上半に

は 2段ナデを施す。口縁端部は丸みをおびており、明確な面を持たない。

44は、口径 8.8cm、 器高 1.6cmを測る土師器皿である。45は、口径 8.8cm、 器高 1.8cmを 測る土師器

~48

33～ 40:土師器、41・ 42:瓦器
o                              20cm

40

44

5

くて買三ΞttΞ三二:Ξ:冨万
F16

20cm

52

磐二4
／

‐

‐

‐

ゝ

ノ

く

了

‐

ナ

ヽ
苧 55~56 フ 研

43～ 54:SD01、 55～ 57:SD02、 43～ 46・ 49・ 51:土師器
47=48・ 50:瓦器、52～ 54:瓦、55・ 56:土師器、57:白 磁

図 24 楠 。荒田町遺跡第 46次調査第 1遺構面 SD01中 層 。SD02出土遺物
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TP+25.20m

SD04層名
1.淡灰色小礫混極細砂
2.暗灰色シルト(淡灰色極細砂混)
3.淡灰色極細砂 (灰色シルト混)
4.淡灰色極細砂 (暗灰色シルト混)
5.淡灰色極細砂
6.淡灰色極細砂 (灰色シルト混)
フ .灰色砂混シルト(淡灰色極細砂混)
8.淡灰色極細砂 (暗灰色シルト混 )
9.淡灰色極細砂 (灰色シルト混)
10.淡灰色極細砂 (灰色シルト混 )
11.淡灰色砂混シル ト
12.暗灰色シルト(淡灰色極細砂混 )
13.淡灰色シルト混極細砂
14.暗灰色シル ト

24.灰色シルト混極細砂
25.暗灰色砂混シル ト
26.淡灰色シルト混極細砂
27.暗灰色シル ト

35.淡灰色極細砂から灰色シル ト
(ラミナ状 )

SD03層名               sD05層 名
15,淡灰色小礫混極細砂         28.淡 灰色極細砂
16.灰色細砂 (暗灰色シルト小ブロック潮   29.灰白色極細砂
17.灰色極細砂               (暗 灰色シルトブロック混)
18.淡灰色極細砂            30.灰 色小礫混極細砂
19.灰色細砂              31.暗 灰色砂混シル ト
20,明灰色細砂～灰色シルト混極細砂    32.淡 灰色シルト混極細砂
21.暗灰色シルト極細砂 (灰色細砂混)    (暗 灰色シルトブロック混 )
22.灰色シルト混極細砂         33.灰 白色粗砂
23.灰色細砂              34.灰 色シル ト

図25 楠・荒田町遺跡第 46次調査第 1遺構面 SD03～ SD05土層断面図

皿である。49は 口径 13.8cm、 器高 2.6cmを 測る土師器皿である。いずれも底部から屈曲する体部を持

ち体部上半に 1段ナデを施すが、最下層のものより、ナデ幅が狭 くなり、日縁部の面取 りも不明瞭にな

る傾向がある。46は、口径 9 6cm、 器高 1.4cmを測る底部糸切 り痕の残る土師器皿である。51は、底径

7.2cmを測る底部糸切 り痕の残る土師器椀である。底部から屈曲して外上方に直線的に延びる体部を持つ。

47は、日径 15.Ocmを測る瓦器椀である。内面には暗文が認められる。48は、底径 5.2cmを 測る瓦器

椀の底部である。50は 、日径 9,Ocm、 器高 1.7cmを測る瓦器皿である。口縁部外面には強いナデを施 し、

体部内面には荒い暗文が認められる。

52は、丸瓦である。内面には布目圧痕が残る。53は、唐草文軒平瓦である。

54は、複弁八葉蓮華文軒丸瓦である。 くばんだ厨房に珠文を配する。全面に自然釉が付着している。

SD02出土遺物は、細片が多く、出土量の割に図化できるものは少ない。

55は、日径 8 2cm、 器高 1,7cmを 測る土師器皿である。体部上半には 2段ナデを施す。口縁部は丸み

を帯び、明確な面を持たない。56は、日径 9.2cm、 器高 1.3cmを 測る土師器皿である。体部上半にはや

や幅の狭い 1段ナデを施す。口縁部は外形気味に開いており、日縁部外面にはわずかに面を持つ。

57は、日縁部が玉縁状にふくらむ白磁の口縁である。

第 3節 第 2・ 3遺構面の遺構 と遺物
灰褐色シル ト混極細砂上面で確認された第 2遺構面では、井戸を確認している。井戸 (SE01)は、 1

辺 2mほ どの隅丸方形の掘方をもち、深さ 400cm以上を測る。出土遺物から、10世紀末と考えられる。
ピットはいずれも直径 20～ 30cmの 円形で、 10世紀から 11世紀にかけての時期と考えられる。

灰褐色シル ト混極細砂下面で確認された第 3遺構面では、SB01 2間 × 1間以上の掘立柱建物を検出

した。柱間は約 90cmと 狭く、総柱建物とはならない。井戸 (SE01)に柱の一部が切られており、井戸

より古い時期の遺構と考えられる。
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図 26 楠・荒田町遺跡第 46次調査第 2・ 3遺構面全体図
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灰色シル ト

乳茶色粗砂

灰色シル ト
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灰色シル ト

灰色砂混シル ト

淡黒灰色シル ト混極細砂
灰色シル ト混極細砂
灰色シル ト

暗灰色シル ト

灰色シル ト

灰色シル ト

灰色粗砂
暗灰色砂混シル ト

暗褐色シル ト混極細砂
淡灰褐色シル ト混細砂

20灰色シル ト
21灰茶色シル ト混細砂
22暗茶灰色シル ト混極細砂
23淡灰茶色粗砂
24暗灰褐色シル ト
25茶灰色粗砂
26暗灰茶色粗砂
27暗灰褐色粗砂～シル ト
28灰褐色シル ト
29灰褐色極細砂
30灰茶色粗砂
31灰茶色粗砂
32灰色シル ト

2m

図27 楠・荒田町遺跡第 46次調査第 2遺構面SE01土層断面図

SE01か らの出土遺物は、土師器と須恵器である。安全面を優先して井戸は完掘していないため、出土

遺物はいずれも中間層からの出土となる。56は、口径 16.6cmを測る土師器不である。口縁端部は外反し、

内面にはハケメが残る。59～ 61は、いずれも土師器椀の高台である。それぞれ、59は底径 6.8cm、 60は、

底径 8.2cm、 61は、底径 7.8cmを測る。62は、口径 24.4cmを 測る須恵器甕の口縁部と思われる。63は、

口径 25 4cm、 64は、日径 25.4cmを測る羽釜である。

65・ 66は、SP201か ら出土したものである。65は、日径 14cm、器高 3.6cmを測る土師器椀である。66は、

口径 15cmを測る黒色土器である。

難 59

0

58～ 64: SE01 出上、 65・ 66 : SP201 出上、
58～ 61・ 63・ 64:土師器、62:須恵器
65:土師器、66:黒色土器

軍 王 75 0                               20cm

図 28 楠・荒田町遺跡第 46次調査第 2遺構面 SE01・ 第 3遺構面 SP201出 土遺物
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46次調査第 3遺構面 SB01平面 。土層断面図

第 4節 小結
今回の調査では、兵庫県の調査で話題を呼んだ、2重壕の続きを検出した。今回の調査において、懸案

であった溝の切り合い関係が、最終堆積の段階ではあるが、SD01の方が SD02を切っているのを確認で

きた。ただ、これらの壕の時期が大いに注目を集めているところであるが、第 5章で述べる通り、土師

器の年代観からみて、SD01最下層の遺物群は 13世紀前半であり、瓦器自体も日径は 15cmを越えるが、

器高が 5cmを切り、やや低くなる様相を示していることから、12世紀代とするよりは妥当であろう。

さらに、2重壕で示された地割りが幕末までつけ変えられた溝として踏襲されていた点も確認できた。

また、楠・荒田町遺跡第 42次調査で検出した 11世紀代の遺構が、今回の調査区南半でも確認できている。

というより、2重壕の南側では壕と同時期の遺構が確認されていない。

これは、この周囲を、福原遷都後に開発し、区画整備をおこなったものの、本格的に使用を開始する前

に還都となったために土地利用が部分的にとどまり、土地所有者の変更後には、溝だけが残り、何度か改

修されたものの、埋められてしまったとも考えられる。
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図 30 楠・荒田町遺跡調査地周辺遺構合成図
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第 5章  自然科学分析

第 1節 楠・ 荒 田町遺跡第 43次調査の花粉分析調査
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

今回の分析調査では、楠・荒田町遺跡で検出された池周辺の古環境復元を目的として、花粉分析を実施

する。なお、検出された池は、中世の遺構を切り込んで構築されており、明治 19年頃の恨製地形図にも

記載されていることから、中世後半以降に構築され、埋められた時期は新しいことが確認されている。

1.試料

試料は、池底部の埋土である 4層・ 7層および池斜面に堆積する 6層 (試料 3)か ら採取された 3点で

ある (図 31)。 分析層準の層相は、 4層 (試料 1)が灰色粘土、 7層 (試料 2)が暗灰色粘土・灰色粗砂

の互層、 6層 (試料 3)が黄灰色細砂からなる。

2分析方法

試料約 10gについて、水酸化カリ

ウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜

鉛 :比重 2.3)よ る有機物の分離、フッ

化水素酸による鉱物質の除去、アセ ト

リシス (無水酢酸 9、 濃硫酸 1の混合

液 )処理による植物遺体中のセルロー

スの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残澄をグリセリンで封入してプレパラー ト

を作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査 し、出現する全ての種類について同定 。計数

する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本花

粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数 として、百分

率で産出率を算出し図示する。

S.結果

結果を表 1・ 図 32に示す。池底の堆積物 4層・ 7層 (試料 1・ 2)は花粉化石が多産 し、保存状態も

良好でる。一方、池岸斜面部の 6層 (試料 3)は花粉化石がほとんどみられない。

4層・ 7層 (試料 1・ 2)は組成が類似 し、大部分が木本花粉である。木本花粉のほとんどがマツ属複

維管束亜属であり、マツ属全体を合わせると木本花粉化石の 80～ 90%を 占める。その他の木本花粉は、

スギ属、コナラ亜属、エノキ属―ムクノキ属などが見られるが、いずれも低率である。

草本花粉は全体的に低率である。草本花粉の中ではイネ科がやや多く、その中にはイネ属の花粉化石を

含む。また、7層 (試料 2)か らは 2個体であるが、大型で表面模様が細かなイネ科花粉が含まれる。こ

のような形態をもつイネ科花粉として、トウモロコシ、ジュズダマ、ハ トムギなどがあげられる (中村 ,1980

等 )。 その他、栽培植物 として、ソバ属が産出する。また、ヒシ属、フサモ属、ガガブタ、サンショウモ、

図 31 楠・荒田町遺跡第 43次調査地点の位置・断面図

b)断面図
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産出率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を
基数として百分率で算出した。なお、●○は1%未満、十は木本花粉100個体未満の試料において
産出した種類を示す。

図32花粉化石群集の層位分布
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アカウキクサ属といった水生植物も産出する。

4.考察

池埋上の花粉化石群集は、木本花粉が高率を占め、その中で

マツ属花粉が優占することが特徴である。このことから、池埋

土下部形成期には、池近辺ないし、周辺にマツ属が生育する領

域が存在 したことが推定される。マツ属は、風媒花で花粉生産

量も莫大であ り、翼を持つため飛散 しやすいため、実際の植

生量より過大評価される傾向がある (Faegri and lversen,1989)。

今回の結果も、過大に評価されているとものと思われる。

近世の六甲山南麓は、歴史時代の絵図等をもとにした植生

景観の復元調査によれば、マツ林が点在するものの、大部分

がはげ山であったと考えられている (松下 ,1992)。 また、本地

域の扇状地間低地に位置する本山中野遺跡の花粉分析結果で

は、近世層準においてマツ属花粉が急増している (古環境研究

所,1995)。 一方、山地に位置するイモリ池では、当該期と推

定される層準においてマツ属が著 しく高率と/d― っている (那

須 ,1980)。 これらのことから、近世の六甲山南麓では、マツ

属が主体となる貧弱な林分が存在 したことが推定され、今回の

結果も同調的結果として認識される。ただし、マツ属が主体 と

なる林分の成立については、古代以降の人間活動 と密接に関

わっている可能性があり、今後歴史的な評価をふまえ評価して

いくことが必要である。

一方、草本花粉をみると、水生植物の種類が多数認められる。

産出した種類は、浮菓植物のヒシ属 。ガガブタ、浮水植物のサ

ンショウモ・アカウキクサ属、沈水植物のフサモ属である。こ

表 1花粉分析結果
種  類            1 軋声

号
3

３

２０６

５４

・
　

・
　

・

一
‐８０

３４

■

３

３

-    1    -

-    1    -

3    -    ―

2    1    -
2    2    -
1     1    -

15    3    -
1    -    

―

1    4    -

イネ属

他のイネ科
カヤツリグサ科

10    1    -
20   10    -
2    4    -

ナナエタデ節―ウナギツカミ節 -  1  -
-    1    -

―
    -     1

-    2    -
-    4    -
-    1    -
-    4    -

1    -    
―

1    -    
―

5    -    ―

1    -    
―

ノバ属
アカザ科
ナデシコ科
アブラナ科
アオイ科
ヒシ属
フサモ属
ガガブタ
ヨモギ属
キク亜科

シダ類胞子

サンショウモ

アカウキクサ属
シダ類胞子 16

合 計

木本花粉

草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総計 (不明を除く)

２７７

２８

０

３

３０８

２６５

４０

１

１６

３２‐
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れ らは池沼などで普通にみ られる水生植物であ り、当時の池内に水深や水質に応 じて分布 していたとみら

れる。また、栽培植物のイネ属 とソバ属 も産出し、池周辺での栽培に由来するとみ られる。なお、イネ科

には多 くの栽培種が含まれるが、花粉化石の形態からこれらを区別することは難 しい。また、 トウモロコ

シなどにみられる大型のイネ科花粉が産出したが、ジュズダマ等水辺に生える野生種 も同様な形態を持つ

ため、栽培に由来するとは言い切れない。
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第 2節 楠・荒田町遺跡第 46次調査の古環境分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じめ tこ

楠・荒田町遺跡は、旧湊川東岸の六甲山系から派生する丘陵端部の段丘上に位置し、縄文時代から中世に及ぶ

複合遺跡である。今回の調査では、中世の壕や近世の溝が検出されている。今回は、これらの壕や溝の用途や埋

没過程、当時の環境を知る目的で、珪藻分析、花粉分析、寄生虫卵分析、植物珪酸体分析、種実分析を実施する。

1 試料

分析調査は、中世の壕 SD01・ SD02と、近世の溝 SD03・ SD04について実施する。各壕・溝埋土から不撹

乱柱状試料が採取されており、層相観察の上、各分析層準を検討・採取した (図 1)。

各壕・溝埋土は、人為的営力により形成された土壌ブロックからなるブロック土層、壕・清が掘り込まれて

いる基盤層 (いわゆる地山)からの崩落した堆積物、壕 。清周辺から再堆積した土壌などからなる。各壕・溝

埋土の分析試料採取層準の層相の概要を以下に示す。

SD01:1層 は現代の客土。2層～ 14層は泥質砂マ トリクスを伴い、淘汰が悪く、角～亜角でブロック状、

板状ないし刃状の形をなす最大粒径数 cmま での、やや腐植を含む砂質泥土壌、褐灰色を呈する砂質泥のブロッ

ク土層からなる。このうち、3層、12層、5層の上部はやや腐植に富み、土壌生成が進行している状況が窺える。

15層は下部に黄褐色ブロック土、亜円～亜角でブロック状の砂質泥ないし泥質砂ブロックが混じる、暗褐色

を呈する、やや腐植質な亜角～亜円で腐植質砂質泥 (土壌)ブロックからなる。20層は下部に溝の基盤をな

す堆積物ブロックや大礫が混じる、やや腐植質砂質泥のブロック土から/A―る。22層は炭化物・細礫が混じる、

著しく擾乱された褐灰色を呈する砂質泥からなる。23層 。24層は、清斜面から崩落したとみられる基盤をな

す堆積物ブロックからなる。25層は周囲から流入したとみられる葉理構造が確認される泥質砂からなる。26

層は溝斜面から崩落したとみられる基盤をなす堆積物ブロックからなる。27層は葉理構造をなす泥薄層を挟

在する砂質泥からなる。本層下部には刃状、ブロック状の 2～ 3cm程度までの基盤をなす堆積物ブロックが

混じる。以上の層相から、1層～ 14層は人為的営力により形成された堆積物、15層～ 27層は溝加工期の堆

積物と機能期に周辺から流入ないし崩落した周辺土壌・基盤をなす堆積物などからなる。

SD02:1層 ～ 10層は、砂質泥ないし泥質砂をマトリクスを伴う、刃状、ブロック状、板状の不規則に配置

する黄褐色砂質泥ないし腐植質砂質泥 (土壌)からなるブロック土からなる。8層最下部には周囲より流入し

たとみられる菓理をなす泥質砂を挟在する。溝底の基盤をなす堆積物は花南岩の大礫が混じる、淘汰不良の泥

質砂からなる。本溝は主に人為的営力により形成された堆積物で充填されている。

SD03:1層 は砂質泥のマ トリクスを伴う、亜角～亜円でブロック状の砂質泥からなるブロック土層、2層

は亜角でブロック状の砂質泥のブロック土層からなる。3層は亜角～亜円でブロック状の黒褐色土壌ブロック

からなるブロック土層。5層は黄褐色砂質泥のマトリクスを伴う、風化花南岩や砂質泥ブロックからなるブロッ

ク土層。6層は上部・下部に細分され、下部が葉理構造の発達する砂質泥、上部が葉理構造が発達する泥質砂

からなる。7層は砂質泥、黒褐色土壌ブロックが混じる。溝底の基盤をなす堆積物は花南岩の大礫が混じる、

淘汰不良の泥質砂からなる。扇状地性堆積物とみられる。以上の層相から本溝埋土のうち 1層～ 5層は人為

的営力により形成された堆積物で、 3層では土壌生成の進行が認められる。6層～ 7層は溝機能期に形成され
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た周辺から流入した堆積物からなる。

SD04:1層～ 14層は砂質泥ないし泥質砂をマトリクスとする、亜角～亜円でブロック状の砂質泥や土壌

ブロックからなるブロック土層からなる。人為的営力により形成された堆積物とみられる。

2 分析方法
(1)珪藻分析

試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法 (4時間放置)の順に物理・化学処理

を施して、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾

燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸 600倍ある

いは 1000倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残

存するものを対象に 200個体以上同定・計数する (化石の少ない試料はこの限りではないが、全面を走査する )。

種の同定は、原口ほか (1998)、 Krammer(1992)、 Krammer&Lange― Bertalot(1986,1988,1991a,1991b)、 渡

辺ほか (2005)、 小林ほか (2006)、 WitkOWSkt et al。 (2000)な どを参照し、分類基準は、Round,Crawford&

標高 (m)   SD01

25 0m

EE 2  P

仁三コ3  P  o
匡コ5  P

画 6 PD

EE 7

EE 9

EE ll

回 12

EE 14

Eコ 15

回  20-1

EE 20-2
- 22-1

- 22-2

□  24
□  25
画 26

P

P

PD

P   O

PD E

P

匡コ5~匡 コ6-1

愚巨そ各

24 0m DOES

DOE
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図 33 楠・荒田町遺跡第 46次調査地点の層序および分析層準
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□
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D:珪藻分析

0:植物珪酸体分析

E:寄生虫卵分析

&種実分析
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Mann(1990)に 従う。 /1-お、壊れた珪藻殻の計数基準は、柳沢 (2000)に従う。

各種類の生態性は、Vos&de Wolf(1993)を 参考とするほか、塩分濃度に対する区分は Lowe(1974)に 従い、

真塩性種 (海水生種 )、 中塩性種 (汽水生種 )、貧塩性種 (淡水生種 )に類別する。また、貧塩性種については塩分・

水素イオン濃度 (pH)・ 流水に対する適応能も示す。産出個体数 100個体以上の試料は、産出率 3.00/O以上の

種類について主要珪藻化石群集の層位分布図を作成するほか、淡水生種の生態性も 100個体以上の試料につ

いて図示する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率を求める。堆積環

境の解析にあたり、海水生種 (真塩性種 )～汽水生種 (中塩性種 )は小杉 (1988)、 淡水生種 (貧塩性種 )は安

藤 (1990)、 陸生珪藻は伊藤・堀内 (1991)、 汚濁耐性は渡辺ほか (2005)の 環境指標種を参考とする。

12)花粉分析・寄生虫卵分析

試料約 10gを秤取り、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛,比重 23)よ る有機物の分離、フッ

化水素酸による鉱物粒の溶解、アセトリシス (無水酢酸 9,濃硫酸 1の混合液 )処理によるセルロースの分解、

の順に物理・化学的処理を施す。処理後の残湾から一部をとり、グリセリンで封入してプレパラー トを作成し、

同定を行う。結果は同定・計数結果の一覧表、および花粉化石群集の分布図として表示する。

寄生虫卵分析は、金原・金原 (1992)等を参考にした。ただし、試料の状況や概査結果から寄生虫卵の数が

少ないと判断されたことから、花粉分析に準じた手法も取り入れながら寄生虫卵の濃集を行なう。

試料 10ccを正確に秤取り、水酸化カリウムによる泥化、師別、重液 (臭化亜鉛,比重 23)よ る有機物の分離、

フッ化水素酸による鉱物粒の溶解、の順に物理・化学的処理を施す。処理後の残澄を定容してから一部をとり、

グリセリンで封入してプレパラー トを作成する。分析残澄中の寄生虫卵量を測定するため分析量や分析残澄量、

プレパラー ト作成量などを精密に測定し、 lccあたりの含量が求められるようにする。結果は同定・計数結果

の一覧表で示す。

(3)植物珪酸体分析

各試料について、乾燥重量を秤量した後、過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法 (ポ リタングステ

ン酸ナ トリウム,比重 2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカバーガラ

ス上に滴下 。乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラー トを作製する。400倍の光学顕

微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の菓部短細胞に由来した植物珪酸体 (以下、

短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤 (2010)

の分類を参考に同定、計数する。結果は、植物珪酸体含量の一覧表と層位分布図として示す。各分類群の含量

は 10の位で丸め (100単位にする )、 合計は各分類群の丸めない数字を合計後に丸めている。また 100個 /g

未満は「<100」 で表示する。

(4)種実同定

試料 50ccを水に浸し、粒径 05 mmの師を通して水洗した。飾内の試料を粒径別にシャーレに集めて双眼

実体顕微鏡下で観察し、同定が可能 /A―種実遺体を抽出した。種実遺体の同定は、現生標本と石川 (1994)、 中

山ほか (2000)等 との対照より実施した。炭化材は、70℃ 48時間乾燥後の重量と最大径を表示した。分析後は、

種実遺体を 700/O程度のエタノール溶液を入れた容器中で保存した。

3 結果

(1)珪藻分析

結果を表 1、 図 2に示す。珪藻化石の産出頻度は SD03の試料 5、 地山、SD04の試料 11、 12、 14の 5試
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表22珪 藻 析結果 (2)
種    類
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珪漢化石総数
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Euh:海水生種

Euh Meh:海 水生種―汽水生種

Meh:汽 水生種

Ogh Mehi淡水―汽水生種
Ogh前I:貧塩好塩性種
Oghind:貧塩不定性種
Ogh hob:貧 塩嫌塩性種

Ogh unk:貧 塩不明種

CR:流 水に対する適応性環境指標種群
卜bl:真止水性種    A:外 洋指標種,B:内 湾指標種,CI海 水漢場指標種,D上海水砂質千潟指標種,D2:
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・SD01

本遺構は、埋土に含まれる珪藻化石の生態的特徴に基づ くと、 4区分 (試料 27、 試料 26、 試料 24～

201、 試料 14～ 6)さ れる。

清の底に堆積する試料 27は、淡水生種 (以下、水生珪藻と言う)が約 500/O、 陸上のコケや土壌表面など多

少の湿 り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻が約 400/O、 海水～汽水生種が約 10%産出する。淡

水生種の生態性 (塩分濃度、水素イオン濃度、流水に対する適応性 )の特徴は、貧塩不定性種、pH不定性種

と好+真アルカリ性種、流水不定性種が多産する。主要種は、陸生珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻 A群

の Hantzschia amphioxysが 約 200/。 産出し、同じく陸生珪藻 A群の Luticola mutica、 流水不定性で付着性の

Frustulia vulgarisがそれぞれ約 10°/。産出する。これに次いで、流水不定性で付着性の Surirella angusta、 止水

性で浮遊性の Aulacoseira itallca、 それに海水～汽水生で内湾指標種の Cyclotella striata C stylorumな どを伴う。

試料 26は、試料 27と 同様な産状を示し、水生珪藻が約 500/O、 陸生珪藻が約 400/。産出し、海水～汽水生

種が約 10°/。産出するが、淡水生種の生態性では好十真止水性種が増加する点で違いがある。主要種も、陸生

珪藻に関しては同様な産状を示すが、水生珪藻に関しては、止水性で浮遊性の Aulacoseira italicaが約 200/O産

出、湖沼沼沢湿地指標種の Aulacoseira ambiguaが増加する点で違いが認められる。

試料 24～ 20-1に なると、陸生珪藻が増加 し、約 700/0を占める。これに対 して、水生珪藻は減少し、淡

水～汽水生種を少量伴う。淡水生種の生態性は、貧塩不定性種、pH不定性種と好+真アルカリ性種、流水不

定性種が多産する。主要種は、陸生珪藻 A群の Hantzschia amphloxysが 約 250/O産出し、同じく陸生珪藻 A

群の Luticola muticaが 約 150/O産 出する。水生珪藻では、流水不定性で付着性の Pinnularia subcapitata var.

paucistriataが 約 150/0産 出し、淡水～汽水生で付着性の Navicula veneta、 流水不定性で付着性の Pinnularia

acidttaponiCaな どを伴う。

試料 14～ 6は、陸生珪藻 90%以上を占めることが特徴である。主要種は、陸生珪藻 A群の Hantzschia

amphioxysが約 300/O産 出し、同じく陸生珪藻 A群の Luticola muticaが 約 150/O産出する。 これに付随 し

て、陸生珪藻 B群の Stauroneis obtusa、 陸生珪藻 A群の Diadesmis biceps、 Diadesmis contenta、 Pinnularia

borealisな どを伴う。

。SD02

6試料 (試料 3、 4、 6、 7、 8、 10)と も珪藻化石群集が近似しており、陸生珪藻 (と くに陸生珪藻 A群が優占 )

が大部分を占める。特徴は、陸生珪藻A群の Hantzschia amphiowsが 500/O以上と優占し、同じく陸生珪藻 A

群の Luticola muticaが 10～ 200/O産出する。これに付随して、陸生珪藻A群の Diadesmis biceps、 Diadesmis

contenta、 Pinnularia borealis/d― どを伴う。

・SD03

珪藻化石が産出した試料 7、 62、 61は、それぞれ群集に多少の違いが見られる。

試料 7は、水生珪藻が約 650/0と 多産し、これに次いで、陸生珪藻が約 150/0、 汽水生種が約 150/O産 出す

る。淡水生種の生態性は、貧塩不定性種、好十真酸性種～好十真アルカリ性種、流水不定性種と好+真流水

性種が多産する。主要種は、好流水性で付着性の Placoneis elginensis var.neglecta、 流水不定性で付着性の

Pinnularia subgibba var.undulataが それぞれ約 10°/。産出し、好流水性で付着性の Surirella minuta、 流水不

定性で付着性の Gomphonema parvulum、 流水不定性で沼沢湿地付着生種の Pinnularia rupestrisな どを伴う。

また、塩分濃度の高い汽水域に生息する Tryblionella hungarica、 Tryblionella salinarum、 Nitzschia sigmaな

ども産出する。
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試料 62は、生態性の特徴は前試料の試料 7に近似するが、産出割合に違いが認められる。流水不定性で

付着性の Pinnularia subgibba var.undulataが 約 200/Oと多産し、好流水性で付着性の Surirella minuta、 汽水

付着性の Tryblionella hungarica、 Tryb1lonella salinarum、 Nitzschia sigmaがそれぞれ約 10%産出する。

試料 6-1は水生珪藻が約 300/0に 減少し、陸生珪藻が約 500/Oに 増加する。また、淡水～汽水生種も約 10°/。

産出する。主要種は、陸生珪藻A群の Luticola mutica、 Pinnularia borealis、 Hantzschia amphloxysが それぞ

れ 15～ 100/O産出する。水生珪藻では、好流水性で付着性の Gyrosigma scalproidesが 約 10°/。産出する。こ

れに付随して、好流水性で付着性の Placoneis elginensis var.neglecta、 淡水～汽水生で付着性の Hippodonta

capitataな どを伴う。化石の少なかった地山、試料 5は、陸生珪藻が多い傾向がある。

・5D04

珪藻化石が産出した試料 8、 3は、群集が近似しており、陸生珪藻 (と くに陸生珪藻A群が優占)が大部分を

占める。特徴は、陸生珪藻A群の Hantzschia amphiowsが 500/O前後と優占し、同じく陸生珪藻 A群の Luticola

mutica、 Pinnularia borealisが 10～ 150/O産 出する。 これに付随 して、陸生珪藻 A群の Diadesmis biceps、

Diadesmis contentaな どを伴う。化石の少なかった試料 14、 12、 Hは、陸生珪藻に限られる傾向がある。

12)花粉分析・寄生虫卵分析

花粉分析結果を表 2、 図 3に示す。花粉化石が比較的多く産出したのは SD3の試料 61、 62、 7の 3試料

のみで、他の試料からはほとんど検出されない。また、いずれの試料も分析後の残澄は少 /d‐ く、花粉の保存も

悪かった。また、寄生虫卵分析では、堆積物あたりの花粉量を計算したが、いずれも lccあたりの含量が一桁

台である。低湿地の花粉分析結果では、普通 lccあたり数千から数万になることから、かなり少ないといえる。

わずかに産出する種類は、SD3の 61、 62、 7の 3試料で多産する種が中心である。

SD3の試料 61、 62、 7の 3試料の組成は、いずれも類似した組成を示す。これら 3試料も、他の花粉化

石が少なかった試料同様、保存状態が悪い。木本花粉の割合が高いのが特徴で、その中でもマツ属複維管束亜

属の割合が圧倒的に多い。その他の木本花粉では、モミ属、ツガ属、トウヒ属、スギ属などがみられるものの、

種類数が少なく、単調な組成である。草本類ではイネ科やカヤツリグサ科、ヨモギ属がみられるが、いずれも

低率である。

寄生虫卵分析の結果は、いずれの試料も寄生虫卵は検出されなかった。

(3)植物珪酸体分析

結果を表 3、 図 4に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるが、産出する珪酸体は保存状態が悪く、表

面に多数の小孔 (溶食痕 )が認められる。以下に、各遺構の産状を述べる。

・SD01

埋積物中の植物珪酸体含量には、層位的な変化が見られる。27層では約 1.8万個 /8でみるが、上位の 26

層では 1,500個 /8程度に減少し、さらに上位の 24層から 20-1層では増加して約 1,9万個 /8と /1~る。 12層

では約 1.0万個 /gに減少し、3層では約 1.9万個 /8と /A‐る。植物珪酸体の産状は、下位から上位にかけて同

様であり、メダケ節を含むタケ亜科の産出が目立ち、ヨシ属、ススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科

などが認められる。

また、27層で栽培植物であるイネ属がわずかに検出され、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の含量が 100イ固

/8未満である。籾 (穎 )とこ形成される穎珪酸体も検出される。24層から上位では連続的に検出され、20-2層

や 201層で短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体の含量が増加して 1,000個 /8前後となり、12層の短細胞珪酸体

が約 200個 /gに減少するものの、機動細胞珪酸体の含量が約 800個 /8と なる。3層では、短細胞珪酸体が
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出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として百分率で算出。
なお、OOは 1%未満、十は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。

図35 花粉化石群集の層位分布

約 900個 /g、 機動細胞珪酸体が約 2,000個 /gと なる。穎珪酸体や短細胞列も見られる。

20-1層や 3層では、オオムギ族の短細胞珪酸体も認められる。

。SD02

埋積物中の植物珪酸体含量は、10層から 8層にかけて約 1.2万個 /gか ら約 8,500個 /8に減少するが、4

層では約 1.6万個 /gに増加する。

植物珪酸体の産状は SD01と 同様であり、メダケ節を含むタケ亜科の産出が目立ち、ヨシ属、ススキ属を含

むウシクサ族、イチゴツナギ亜科などが認められる。

イネ属も検出され、10層で産出が日立つ。10層では短細胞珪酸体が約 900個 /g、 機動細胞珪酸体が約 1,300

個 /gであり、穎珪酸体や短細胞列の検出も多く。機動細胞列も見られる。8-2層では短細胞珪酸体と機動細

胞珪酸体がいずれも約 200個 /gと少なく、8層と4層ではいずれも短細胞珪酸体が約 300個 /g、 機動細胞

珪酸体が約 500個 /gである。

またオオムギ族の短細胞珪酸体が各試料から認められる。

・ SD03

埋積物中の植物珪酸体含量は、SD01や SD02と比較して概して少ない。7層では約 2,100個 /g、 62層で

は約 6,400個 /g、 61層では約 3,200個 /gである。

植物珪酸体の産状は SD01や SD02と 同様であり、メダケ節を含むタケ亜科の産出が目立つ。イネ属も検出

されるものの、概して少ない。7層では機動細胞珪酸体が約 100個 /g、 62層では短細胞珪酸体が 100個 /g

未満、機動細胞珪酸体が約 300個 /g、 61層では機動細胞珪酸体が約 200個 /gである。各試料から、穎珪

酸体が検出される。

他の試料で見られたオオムギ族の短細胞珪酸体は認められない。

・ SD04

埋積物 12層での植物珪酸体含量は約 1.1万個 /gである。メダケ節を含むタケ亜科の産出が日立ち、ヨシ属、

イチゴツナギ亜科などが認められる。

イネ属も検出され、短細胞珪酸体が約 100個 /g、 機動細胞珪酸体が約 500個 /gである。穎珪酸体が多く

検出され、短細胞列や機動細胞列も見られる。

(4)種実同定
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表3花粉分析結果

種  類

木本花粉

モミ属

ツガ属

トウヒ属

マツ属複維管束亜属

マツ属 (不明)
ヨウヤマキ属

スギ属

ヤマモモ属

クルミ属

タマシデ属―アサダ属

カノミノキ属
ハンノキ属

ブす属
ヨナラ属コナラ亜属
ヨナラ属アカガシ亜属
ニレ属―ケヤキ属
エノキ属―ムクノキ属

センダン属

モチノキ属

イポタノキ属

スイカ

イネ科

カヤツリグサ科

クフ科

サナエタデ節―ウナギツカミ節

ツパ属

アカザ科

ナデシヨ科

キンポウゲ科

アブラナ科

アリノトウグサ属

ヨモギ属

オナモミ属

キク亜科

タン

ヒカゲノカズラ属
イノモトツウ属
ンダ

合 計

木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総計 (不明を除く)

虫

lccあたりの寄生虫卵数 (個 /ccl

結果を表 Sに示す。種実遺体は、SD03の 7層から検出されるのみで、草本のカヤツリグサ科の果実の破片

が 1個、カタバミ属の種子が 2個、不明種実の破片が 1個確認された。いずれも、明るく開けた場所に生育する、

いわゆる人里植物に属する分類群である。炭化材は全試料から確認されたが、SD01の 24層で比較的多く確

認されるのみで (0.03g i最大径 6.3mml、 他 6試料は 0.01g未満であった。

以下に、同定された分類群の形態的特徴等を記す。

・カヤツリグサ科 (Cyperaceae)

果実は灰褐色、長さ 1.7mm、 径 0,7mm程度の三稜状倒卵体で、破片は稜に沿って割れている。頂部の柱頭

部分はやや伸び、基部は切形。果皮表面は粗面。

・カタバミ属 (Oxal山)カタバミ科

種子は灰褐色、長さ 1.2-1.6mm、 幅 0.7-lmm程度の偏平な倒卵体。基部はやや尖る。種皮は薄く、表面に

は 47列の肋骨状横隆条が配列する。

4 考察
(1)珪藻化石群集からみた溝の堆積物の成因
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図 36 植物珪酸体含量の層位的変化

ここでは珪藻化石群集の特徴から推定される各溝埋上の成因や堆積環境について検討する。各溝から埋土の

珪藻化石群集は、いずれの層準も陸生珪藻と水生珪藻からなり、大きく三つの群集に区分することができる。

第 1の群集は、陸生珪藻が 90°/。～ 1000/Oと 優占する群集である。本群集は、中世の SD01壕の 14層・11層・

6層、SD02壕埋土の 3・ 4・ 6・ 7・ 8・ 10層、近世の SD04溝の 3・ 8・ H。 12・ 14層が相当する。これら

の層準は、層相から人為的営力により形成された堆積物と推定されることから、各層形成時の溝内は乾いた状

態であったと考えられ、当時の表層土によって埋積が進んでいることが推定される。

第 2の群集は、陸生珪藻が全体の約 700/O産 出する群集である。SD01の 24層～ 20層が相当する。現生の

陸生珪藻の分布調査から、陸生珪藻の占める割合が全体の約 700/O以上であれば、好気的環境で堆積したこと
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植物珪酸体含量
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が確認されている (伊藤・堀内 ,1991)。 これに従えば、SD01の 24層～ 20層 も基本的には好気的環境で堆

積したと考えられる。これらの層準から産出する水生珪藻の Pinnularia subcapitata var,paucistriataは 、好気

的環境にも耐性がある (Ohtsuka and Fttita,2001)こ とから、陸生珪藻として好気的環境に生息していた可能

性が考えられる。このことから、当時の溝内は雨水でのみ涵養されるような乾いた状態であったと考えられる。

第 3の群集は、水生珪藻が約 500/O以上産出する群集である。本群集は、中世の SD01壕下部の 26・ 27層

と近世の SD03溝の 6層 。7層が相当する。このうち、SD01の 27・ 26層からは、止水環境を特徴づける

Aulacoseira ambigua、 Aulacoseira italicaが産出した。陸生珪藻も比較的多く産出することから、26・ 27層

の溝内は水が滞水する時期を挟在する、乾湿を繰り返すような堆積環境であったことが推定される。

一方、近世の SD03清の 7層 。6層からは、Surirella minuta、 野 rOSigma scalproides、 Placoneis elginensis

var.neglectaと いった流水性種が多く産出したことから、溝内には流れが存在した可能性がある。また、7層・

6層からは、Tryblionella hungarica、 Tryblionella salinarum、 Nitzschia sigmaと いった本来汽水域に生息す

るものや、貧栄養の水域に一般的な Pinnularia属 の中でも中程度の電解質を含む水域に生育する Pinnularia

subgibba var.undulata(Krammer,2000)が 多産したことから、当時の溝内の水質が富栄養化していたことも考

えられる。これらの層位では陸生珪藻も検出されることから、表上の流入、あるいは乾燥する時期を挟在 して

いることも推定される。SD03は好気的環境では花粉化石が比較的多く産出するが、このような嫌気的な状態

におかれていたことが、他の溝埋土と比べて花粉化石が残りやすい一因となっていた可能性がある。

(2)花粉化石からみた周辺植生

花粉分析結果では、花粉化石の保存状態が悪い試料が大部分である。また、寄生虫卵も検出されない。花粉

や寄生虫卵は、好気的環境下では風化作用により分解することから、珪藻化石で推測された好気的環境下にお

いて分解していることが考えられる。

花粉化石が比較的多産した近世のSD03溝埋土下部の群集組成をみると、マツ属花粉が優占する特徴を示す。

これは、別の調査区で実施した花粉分析結果と同様な傾向である。マツ属は風媒花であるため花粉の生産量

が莫大であり、また翼を持つため飛散しやすいことから、実際の植生に比べて花粉化石の割合が高く/d―る傾向

がある lFaegri and lversen,1989)。 このため実際の古植生においては、これほど多くはないと思われるものの、

珪化組織片

イネ属穎珪酸体

イネ属短細胞列

イネ属機動細胞列
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後背山地を中心 とした場所にはマツ林の存在が示唆される。歴史時代の絵図等をもとにした植生景観の復元調

査によれば、江戸時代の六甲山は、マツ林が点在するものの、大部分がはげ山であったと考えられている (松

下 ,1992)。 このことから、植生全体でみた場合のマツ林は少ないが、木本類のみで見た場合は相対的にマツ

林が多いことになり、花粉分析の結果 とも調和的である。また栽培植物は、保存が悪いながらも中世の SD01

壕埋± 22層、近世の溝埋± 6層からソバ属花粉が産出している。これらの層準の形成期には周辺でソバが栽

培されていた可能性がある。

(3)植物珪酸体の産状からみた清周辺の植生

中世の SD01や SD02埋土における植物珪酸体含量密度の層位変化をみると、腐植質堆積物、腐植質堆積物

ブロック土からなる層準で高 くなる傾向がうかがえる。特に SD01の 20層で高 く、層相および珪藻分析結果

を踏まえると、20層形成期の清内は植物珪酸体が蓄積されやすい、比較的安定 した好気的環境であったことが

推定される。群集組成をみると、比較的乾いた場所に生育する種類であるメダケ節 /1-どを含むタケ亜科の産出

が目立つことから、清の周辺にはササ類などが生育 していたことが推定される。また、湿潤な場所に生育する

ヨシ属も認められることから、溝沿いにはヨシ属が生育する地下水位の高い場所も存在したことが推定される。

また、溝埋土のほとんどの層準から栽培種のイネ属の籾や葉部に由来する植物珪酸体が検出された。当時の

調査区は屋敷地であったと考えられている。イネ属の植物体は住居構築材や燃料材など生活資材として利用さ

れることが多い。屋敷地の周辺に稲作地が存在 した可能性もあるが、これらのことを複合的に捉えると、イネ

属の植物珪酸体は当時の屋敷地で利用 していた稲籾殻や稲藁に由来する可能性がある。

近世の清である SD03・ 4も 中世の清埋土の植物珪酸体群集 も、中世の溝埋土中の群集組成 と同様な特徴示

しており、溝周辺にはササ類などがタケ亜科植物が生育 していたことが推定される。栽培植物のイネ属につい

ても周辺での稲藁 /d‐ どの利用が考えられる。なお、SD03埋土株の 6層・7層では植物珪酸体含量密度が低かっ

たが、これは埋積の過程で植物珪酸体が残留 しにくい状態にあったことがと考えられる。
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第 6章 考 察

第 1節 土器について
二重壕については、これまでの調査・研究によって福原京関連の遺構として評価されてきた。今回の調

査でも、この壕の続きを検出し、一部に切り合い関係も確認できたが、その相互の時期的な関係は不明瞭

なままである。その上で、壕の時期を改めて検証するために神戸市域の中でも、六甲山南麓に絞って、い

くつかの類例を元に再度確認していきたい。

その前提として、土器のある程度の一括性が保たれる遺構からの出上であることが条件となるが、壕の

性格上きわめて短期間の遺構として土器変遷に供するような遺構の存在を限定的に選別はしない。流路な

ど幅広い時期の遺物が出土する事例を除き、壕と同程度のやや緩い一括性の考慮される遺構から出土した

事例を設定条件としている。また、京都系土師器の編年や瓦器編年、東播系須恵器編年についてはそれぞ

れに研究史を持ち、編年が確立されている。これらを参考とするために、できうる限り須恵器と土師器と

瓦器の共伴事例に限定することとし、少なくともいずれか 2者が出土し、傾向が把握できるような出土量

を持つものを優先的に考証の資料とした。なお、本論の目的が 12世紀末の土器様相を理解することが目

的であるので、H世紀後半から 13世紀にかけての資料を主に扱うこととする。その上で、遺構の性格

上時期幅を持つという前提に立っているため、編年作業における画期といった線引きや、型式設定ないし

は様式認定はあえて行わず、緩やかなグルーピングとしてのまとまりを示すに止める。なお、使用する資

料については、文末に一括掲載することとし、いちいち註等で示すことは行わない。また、原典との比較

を容易にするために、土器の番号については、原典番号をそのまま採用して記述を進めることとする。
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図37 二葉町遺跡第22次調査 SE31 5出土遺物

まず最初に示す資料としては二葉町遺跡第 22次調査 SE315出土資料を取り上げる。

番号の 4～ 10は京都系の土師器であり、9・ 10は底部糸切底の在地系の土師器である。4～ 8は、て

の字状口縁であり、口縁端部は内上方につまみあげられている。口径は 9～ 10 cmを測る。須恵器は口径
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14cm～ 16cmと 幅があり、高台状に底部が段を持ち、底部から緩やかに内湾しながら立ち上がる体部を

持つ。底部内面の見込み部分には段差を持つが、段の明瞭なものとやや緩やかな段を持つものとが存在す

る。土師器は、時期的にある程度のまとまりがみられるが、須恵器についてはやや時期幅がある。

69    0    1 章 2    3

369～379:土師器
374～ 377・ 380:須恵器

図38 二葉町遺跡二葉町6丁目地区SE304出土遺物

二葉町遺跡二葉町 6丁目地区 SE304の資料では、369～ 373は 、ての字状口縁の土師器であり、日縁

端部は内上方につまみあげられている。口径は、9～ 10 cmを測る。須恵器は口径 15cm以上で器高も 5.5cm

を越えており高い。高台状に底部が段を持ち、底部から緩やかに内湾しながら立ちあがる体部を持つ。底

部内面の見込み部分には段差を持つが、段の明瞭なものとやや緩やかな段を持つものとが存在する。

煮蒸下冨7(=護 万孔  ≪ `下託  こ r名 2

7

＼こ三モ
~~塊
＼こ :;寸 曳 下

=¬

48～60:土師器
62-64・ 71-74:夕頁恵器

図39 二葉町遺跡第 22次調査 SE31 8出土遺物

二葉町遺跡第 22次調査 SE318の資料では、ての字状口縁を持つものと口縁端部が外反するものがある。

ての字状口縁の端部は、明瞭な段を持たず端部先端を丸 く収めるものが大半を占めるようになる。口径は

9cm～ 10cmである。須恵器は底部の高台状に段を持つものが減少 し、わずかに痕跡程度 となる。日径

は大型化 し 16cmを越えるが器高に大きな変化は認められず、5～ 6cmの 範囲に収まる。底部から直線

的に開き気味に延びる体部を持ち、底部内面の見込み部分のへこみは不明瞭なくばみに変化する。

生田遺跡第 4次調査 SE4101の資料では、 7・ 8がての字状口縁を持つ土師器である。ての字状口縁の

端部は、明瞭な段を持たず端部先端を丸 く収めるものが大半を占めるように /1-る 。国径は 9cm～ 10cm

であるが、二葉町遺跡第 22次調査 SE318の資料よりやや小型化の傾向を持つ。須恵器は底部の高台状の

段を持つものが減少し、わずかに痕跡程度となる。口径は 16cmを越え、口径の大型化が見られるが器高

に大きな変化は認められず、5～ 6cmの範囲に収まる。底部から直線的に開き気味に延びる体部を持ち、

弘
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底部内面の見込み部分のへこみは不明瞭なくばみに変化していく。全体的には、三葉町遺跡第 22次調査

SE318の資料より新しい傾向が認められるが、ほほ同じ範疇とする。

二菓町遺跡久保町 6丁 目地区 SE302の 資料では、 188～ 195ま でが土師器である。端部先端が外反す

るものがほとんどを占め、一部に端部先端が内径 し、端部外面に面を持つものが現れる。口径は 9cmと

16cmが 中心である。 196～ 200の 須恵器では、底部の高台状の段がわずかに痕跡程度となる。口径は

16cm以下に戻るが、器高に大  -7
き /d― 変化 は認 め られず、5～  穫蓑詞三諏可 8
6cmの 範囲に収 まる。底部か

ら直線的に開き気味に延びる体

部を持ち、底部内面の見込み部

分のへ込みは不明瞭となったま

まであるが、幾分見込み部分

の径は大きくなる傾向を示す。

201は楠葉型の瓦器椀であり、

口径 15cm、 器高 6.3cmを測る。

内外面ともに密にミガキが施さ

れており、神戸市域では、まず

楠葉型の瓦器椀の出土が先行す

る傾向が認められる。

二 葉 町 遺 跡 第 22次 調 査

SE317の 資料では、33-36・

43～ 46ま でが土師器である。

口縁端部は外反し、口縁部外面

は 2段 ナデ となっている。須

恵器は底部から屈曲し直線的に

外上方へ延びる。口径は 16cm

以上で、器高も 5 cm以上を保っ

ている。

二葉町遺跡久保町 6丁目地区

SE301の資料では、 132-135

までが土師器である。端部先端

は外反 してお り、口径は 9cm

～ 10cmである。須恵器は底部

の段が痕跡程度に残る。口径と

図 40 生田遺跡第 4次調査 SE41 01出 土遺物

88

図 41 二葉町遺跡久保町 6丁目地区 SE302出 土遺物

図 42 二葉町遺跡第 22次調査 SE317出 土遺物

7・ 8:土師器、14・ 15:須恵器

91 Ю5

9

92

くて喜
=≡

≡≡匠亘豆三百戸ィ94

190

93

9フ 覗 8

188～195:土師器、196～200須恵器
201:瓦器

(事封―電

2

3

しては16cmを越えるが5.5cm頂こ子

歓壱角』デ彊目塁悟そ爆母釜語こ i:土師器、136～139:須恵器
0              1oOm

図 43 二葉町遺跡久保町 6丁目地区 SE301出土遺物
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大橋町遺跡第 1次調査 SE104の 資料では、8～ 17ま でが土師器である。端部先端は外反 しており、日

径は 8.8cm～ 10.2cmを 測る。また、 14cm台の郭も含まれている。須恵器は口径の小型のものも含まれ

ているが、 16cm前後で、器高は 5,4cmの ものが中心である。底部の段はほとんど痕跡となっており、底

部内面の見込み部分の段差もほとんど痕跡に近い。

三菓町遺跡第 22次調査 SX301の資料では、94～ 101は土師器である。体部上部から口縁端部外面に

ナデによる浅い 2段の窪みをもち、口縁端部は微妙に外反気味のものと、端部外面に外傾する端面を持つ、

断面三角形状を呈するものがある。日径は 9cm～ 10cm、 器高は lcmの後半である。須恵器は 105・ 106で、

底部の段はわずかに張 り付 く程度となり、底部内面の見込み部分の段は、制作時の回転ナデによるくばみ

のみになる。底部から屈曲して外上方に延びる体部に丸みを帯びた端部を持つ。口径は 16cmを 保つが、

器高が 5cmを割っており、大橋町遺跡第 1次調査 SE104の事例より、やや扁平な器形へと変化 している。
二葉町遺跡久保町 6丁 目地区 SK311の 資料では、瓦器が出土している。90・ 91は、楠葉型瓦器椀 と考

えられる資料で、内面および外面を密にヘラミガキを施 している。高台は断面三角形の明瞭な形をして

おり、底部から緩やかに内湾 しながら立ち上がる体部を持つ。端部内面には沈線を施 している。口径は

15cm以上、器高も 5cmを こえるおおぶりのものである。須恵器は底部から外上方に延びる体部を持つ

もので、端部は単に丸 く収める。日径 16cm、 器高 5,lcmを測る。

大橋町遺跡第 1次調査 ST101の 資料では、土師器の日径が 9cm前後で、体部上部から口縁端部外面に

ナデによる浅い 2段のくばみをもち、端部外面に外傾する面をもつ。須恵器は口径 16cmを保つが、器高
5cmを割 り込み、扁平な器形となっている。SK311か ら SX301→ ST101へと緩やかに変化していく。

と 一 J 野

8～ 17土師器、20～24:須恵器        9       19Cm

図 Z14 大橋町遺跡第 1次調査 SE104出土遺物

0              10cm

図 45 二葉町遺跡久保町
6丁目地区 SK311出土遺物
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0                              20cm94-101:EL師器。103。 105。 106:須恵器、112～ 116:瓦器

図 46 二葉町遺跡第 22次調査 SX301出土遺物

-52-



祇園遺跡 SX07 1期 に伴 う資料である。土師器は口径が 14cm前後で、体部上

部から口縁端部外面にナデによる浅い 2段のくばみをもち、端部外面に外傾する

面をもつ。ただし、2段 くばみナデの内、上段のくばみはやや狭 くなっている。

瓦器は口径 15cm、器高 5cmを越える。見込み部分の暗文は格子状に /d― っている。

高台はまだ断面三角形の明確なものである。

祇園遺跡 SX07の Ⅱ-1期 に伴 う資料である。京都系土師器の主な傾向として、

体部上部から口縁端部外面にナデによる浅い 2段のくばみをもち、端部外面に外  9     19Cm

傾する面をもつ①ただし、2段 くばみナデの内、上段のくばみはやや狭 くなるも 図47ネ賑圏郷X071期出螢勤

のが多くなってきている。口径は 9cm～ 10cmと 14cm前後にその分布の中心がある。器高は lcmの後

半を保っている。46は、底部糸切 りの土師器である。瓦器は口径 15.4cmで あるが、器高 4.9cmと なっ

ている。見込み部分の暗文は格子状になっている。高台はまだ断面三角形の明確なものである。

ぐ ~~¬    夕
56

2

3

76

110

く三三三三Ξ三三][Ξ:::[FI19

97・ 98:瓦器、それ以外は土師器 o                                20cm

図48 祇園遺跡SX07‖ -1期出土遺物

楠・荒田町遺跡第 H15-1次調査 SK01の資料では土師器が多量に出土 している。京都系土師器の主な傾

向として、体部上部から口縁端部外面にナデによる浅い 2段のくぼみをもち、端都外面に外傾する面をも

つ。ただし、2段 くばみナデの内、上段のくばみはやや狭 くなるものが主流である。口径は 9cmと 14cm

前後にその分布の中心がある。器高は 1 5cmを 中心としている。土師器の法量では、祇園遺跡 SX07 Ⅱ一

1期より楠 。荒田遺跡第 H15-1次調査 SK01出 土資料の方が小型化が進んでおり、やや新しい傾向を示

す資料である。なお、祇園遺跡 SX07は福原京関連の遺構 と考えられ、土師器の編年においても、SX07

出上の土器群は京都の編年 と対比可能であり、祇園遺跡 SX07 Ⅱ-1期 の実年代は 1150～ 1180年の幅

が与えられる。この成果から、時期的な基準資料として有効である。 これまでに述べてきた土器の変化過

程が正しいと仮定して、それらは、祇園遺跡 SX07 Ⅱ-1期以前の土器群と捉えることができ、おおよそ、

その変化過程から実年代が推定的割 り振りではあるが可能となる。

これまでのおおよそのグループとしては、土師器がての字状口縁で須恵器の高台が明瞭な二葉町遺跡第

22次調査 SE315と 二葉町遺跡二葉町 6丁 目地区 SE304が ある。土師器の端部が外反するかての字状を

呈するかのいずれかであり、須恵器の高台がわずかな痕跡となるグループとして三葉町遺跡第 22次調査

SE318・ 生田遺跡第 4次調査 SE4101がある。土師器の口縁端部が外反するものが大半を占め、須恵器の

体部は湾曲せず直線的に外上方に延び、底部の高台状のものは、わずかに張り付いたような痕跡へと変化
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図49 楠 。荒田町遺跡第 H15-1次調査 SK01出土遺物

するグループとして、二葉町遺跡久保町 6丁 目地区 SE302・ 二葉町遺跡第 22次調査 SE317・ 二葉町遺跡

久保町 6丁 目地区 SE301・ 大橋町遺跡第 1次調査 SE104が ある。なお、このグループの時期より瓦器が

含まれるようになる。次は、体部上半から浅い 2段のくばみナデがあり、端部は外面に外傾する面を持ち、

須恵器では、器高がやや減じて扁平な形となるグループとして、二菜町遺跡第 22次調査 SX301・ 三葉町

遺跡久保町 6丁目地区 SK311・ 大橋町遺跡第 1次調査 ST101が ある。土師器では、端部外面に外傾する

面をもち、体部上部から口縁端部外面にナデによる浅い 2段のくばみがやや退化傾向にあり、瓦器では見

込み部分に格子の暗文を施し、口径は依然 として 15cmを越えるが、器高は 5cm前後 となるグループと

して祇園遺跡 SX07 1期、祇園遺跡 SX07 Ⅱ-1期、楠・荒田町遺跡第 H151次調査 SK01がある。以上、
これまで祇園遺跡 SX07 Ⅱ-1期 の土器群出現までの土器様相についての大まかな流れを整理 してきた。
径高比率では微細な変化であるが、法量的に減少傾向にあり、器高もやや低 くなる傾向が現れる。須恵器

や瓦器では祇園遺跡 SX07出切以降、引き続き法量の減少として現れると考えられる。これは、これまで

の瓦器の編年研究や東播系須恵器の編年研究でも繰 り返し述べられてきたことであるが、口径と器高の減

少する方向性を視点として、神戸市域の六甲山南麓における 13世紀の土器様相について述べていきたい。

… 一
ヽ ガ
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祇園遺跡 SX07 Ⅱ-3期 の土器群は、土師器小皿の口径分布が 9cm～ 9.5cmへ と推移 し、法量として、

小型化が進むが、器高自体は 1.5cm以上を保っている。体部上半からのナデは 1段ナデが多 くなってき

ている。瓦器椀では、口径 15cmを割るものも現れてきており、器高も 5cmを割り込むものが主流となる。

大開遺跡第 4次調査 SE04で も、瓦器椀は日径 15cmないしは少 し割 り込むものであり、器高も 5cmを

割り込んでいる。内面見込みの暗文は格子から平行線へと変化 している。土師器小皿は、口径 9cm～

9.5cmの間で、器高は 1.5cm以上を保っている。端部外面の面取 りは、少し不明瞭なものも現れ始めており、

ナデも 1段へ との変化が認められる。

三葉町遺跡二葉町 6丁目地区 SE312の資料では、土師器大皿は口径 14cm器高 2.6cmで、体部外面上方

のナデは 1段へと変化している。瓦器椀の口径は 15cm前後のものがあるが、器高は 5cm以下のものが中

心となっている。底部から緩やかに内湾しながら立ち上がる体部は膨らみを失い、直線的に外上方へ延び

る傾向にある。底部内面の見込みの暗文は平行線であり、底部の高台径が小さく/1‐る傾向が現れ始める。

上沢遺跡第 20次調査 SE01で は、須恵器の口径が 16.4cmと やや大きめであるが、器高は 4.8cmと や

5                 6                  78

Cm l:須
恵器、3・ 4・ 94:瓦器、その他 :土師器

冥更≡≡三:三王三三三Ξ万フ43

図 50 祇園遺跡 SX07‖ -3期出土遺物

頂
竃三π三ア手

≡≡
裏壽雨12

図 51 大開遺跡第 4次調査 SE04出土遺物

く三三三三三三三二三三III房〕14

--15

4。 11:須恵器、7～ 10。 12:瓦器
13～ 15:土 師器

539

図 52 二葉町遺跡二葉町 6丁目地区 SE312出土遺物
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や器高を減 じている。底部から外上方に延びる体部の

角度に大きな変化はなく、器高の減じた分を底部径の

拡大によって口径の減少を抑えている。とはいえ、扁

平 /3-器形へとの変化は否めない。瓦器椀では、底部の

高台径がやや小さくなってきており、底部から延びる

体部もふ くらみを失い、直線的に外上方へと延びる。

底部内面の見込みの暗文は平行線である。体部内面中

段における暗文は密に施されている。

楠 。荒田町遺跡第 H151次調査 SD01最下層出土

の資料は、土師器小皿では口径 9cm前後に中心があ

り、土師器大皿では 14cmに 中心がある。体部上半

4:須恵器、5・ 6瓦器

0             20cm
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図 53 上沢遺跡第 20次調査 SE01出土遺物
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のナデは 2段ナデの残るものもあるが、総 じて 1段ナデが主流 となる。底部から外上方に延びる体部で、

内湾 /3-い しは強 く屈曲する事例は減少する。土師器皿に 507の事例のようにやや器高が高いものが出現

する。これは、器壁が白っぱく、白色系土師器と思われるもので、神戸市域の六甲山南麓における初源的

な事例である。瓦器は底部から外上方に直線的に延びる体部を持ち、底部の高台の形状は断面三角形を保

つが小さくなる。口径・器高共にやや小振 りのもので、法量の進んだ事例がこの頃に出現し始めると考え

られるが、従来に近い口径 15cm以上で器高が 4.5cm以上のものが依然として主流である。

~7

導
9     2     5 苧 8~1

0    3      苧 9    2

1    4 -17-20    23

31～ 36:須恵器
25～ 30:瓦器
7～24:土師器

0              10cm

図55 長田神社境内遺跡第 17次調査 SK06出土遺物

長田神社境内遺跡第 17次調査 SK06の資料では、土師器小皿では口径 9cm前後に中心があり、器高は、

1.5cm以上が主流となっている。土師器大皿では 14cmに 口径の中心がある。体部上半のナデは 1段ナデ

である。瓦器は底部から外上方に直線的に延びる体部を持ち、底部の高台の形状は断面三角形を保つが小

さくなる。口径・器高共に、従来に近い口径 15cm以上で器高が 4.5cm以上を保っている。須恵器では、

器高は、5cmを切っており、日径が 16cm以上のものと共に、日径 15.5cm、 器高 4.5cmと いった法量の

減少した事例も出現している。

松野遺跡第 19次調査 SK01の資料では、土師器の傾向はおおよそ似た状況と思われるが、瓦器椀では、

国径が 15cmに近い値となってきており、高台も粘土ひもを貼 り付けたよう/d―低いものへと変化している。

底部内面の暗文では、平行線を施すものもあるが、荒くなってきており、中には体部中段からの螺旋状

暗文のみで終わるものも現れ始める。

二葉町遺跡久保町 6丁 目地区 SP301の資料では、やや瓦器椀の口径に縮小の進行が認められるが、依

―

図 56 松野遺跡第 19次調査 SK01出土遺物

1～4:土師器
5～7:須恵器
12～ 14。 17・ 18:瓦器

0              10cm
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然として回径は 15cm、 器高 4.8cmで ある。三葉町遺跡久保町 6丁 目地区 SP302の資料では、須恵器の

底径が広がり、底部から緩やかに外上方に延びる体部を持ち、全体として、扁平な形状となってきている。

楠・荒田町遺跡第 H151次調査 SD01中層から出土 した資料では、土師器小皿の口径に大きな変化は

認められないが、器高は、 1 5cmを 中心とするようになり、器高が低 くなってきている。

二葉町遺跡二葉町 6丁 目地区 SE306の資料では、土師器小皿の回径が 9cm以下 となり器高も 1 5cm以

下の事例 となる。端部先端は三角形状というより、単に丸みを帯びたものへと変化 している。体部外面は

強い 1段ナデにより、口縁部が外反する事例も認められる。瓦器椀では、口径は 15cm以上を保ってはい

るが、器高が 4.lcmと 極端に低い扁平な器形となってきている。底部外面の高台も粘土ひも貼 り付けによ

~98
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0               10cm

図 57 二葉町遺跡久保町 6丁目地区 SP301出土遺物
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図 58二葉町遺跡久保町 6丁目地区 SP302出土遺物
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3   喘 5薪 6喘 7中 48

る痕跡程度へ と退化 し

ている。

松野遺跡 SE306の

資料では、土師器小皿

が 口径 8.5cmを 中心

とす るよ うにな って

いるが、器高は 1.5cm

前後である。須恵器椀

は、日径を保ちながら

器高を減じる傾向にあ

るため扁平な形状と/A‐

茸 9 ~20

19～ 21:土師器、31～34:瓦器
0                              20cm

粥 9Ч 50ヤ 4引 章 52W4関
~4M

443～ 448:上師器、449～ 454・ 457:須恵器、460・ 461:瓦器

図 60 二葉町遺跡二葉町 6丁目地区 SE306出土遺物
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図 61 松野遺跡 SE306出 土遺物

図 62 森】脚丁遺跡第 20次調査 SK08出土遺物

る。底部 と体部の堺も不明瞭となってきており、底径も 5cm程度となるため底部から延びる体部は以前

に増して緩やかな立ち上がりとなる。

森北町遺跡第 20次調査 SK08出 土の資料では、土師器小皿の口径が 8cm～ 8 5cmを 中心 とするように

なり、器高も 1.2cm以下 と法量の減少傾向が進んでお り、新 しい傾向を示 している。口縁部外面のナデ

も 1段化が進み、その幅も狭 くなる傾向が認められる。瓦器椀は、口径 15cm前後で器高は、4.5cm前後

と法量の減少傾向が認められる。内面の暗文も荒 く簡略化が進む。底部の高台も簡略化が進み、粘土ひも

貼り付けの後、軽 くなでて断面三角形状にしようとしているが、わずかに痕跡のような部分も見られる。

底径も、口径に対する比率は 24.30/0～ 280/0と 小さく/d― っている。

二葉町遺跡久保町 6丁 目地区 SX310出土資料では、土師器皿は、口縁部の外面が浅い 1段ナデであり、

端部も丸 く収める形状となっている。瓦器椀では、2つのタイプが出土しており、口径 15cmと 大きさを

保ち、底部から内湾しながら立ち上がる体部で、器高が 4.Ocmと低 く、高台は粘土ひもを貼 り付けただけ

のものと、口径 14cmと 小振 りで、器高 4 1cmで底部から直線的に立ち上がる体部を持つ形状のもがある。

篠原遺跡第 21次調査 SK01出 土の資料では、須恵器が底部にふくらみを持ち始め底部と体部の堺が不

明瞭となってくる。瓦器椀では、口径 14cm前後、器高

4cm前後のものと、口径が 12cm近 くで器高 3cm前後

の小振りのものとの 2種類に分かれる。暗文も荒くなっ

て

三≧洋遭尿三蟹監七子魯盈樫ξ尾を2出土の資料では、

~21

119:土師器、121・ 122:瓦器

0              10cm

土師器皿は口縁部外面の 1段ナデは浅 くな り、体部上 図63 二葉町遺跡久保町6丁目地区 SX310出 土遺物

0              10cm
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半から口縁部にかけてやや外反する。

須恵器は底部外面が丸身を帯び、底部

から延びる体部は直線的に広がる。瓦

器椀は、口径 10cm代の小型のもので、

やや特殊な事例 と思われる。暗文は荒

く雑である。

森北町遺跡第 20次調査 SK09で は

土師器小皿は口縁部外面の 1段ナデ

は浅くなり、体部上半から口縁部にか

茸 6∞

爾
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こ千
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~22 ~23 ~24 --25

22～25:土師器、35～37:瓦器

図 66

~599              42

00   3
595

599・ 600:二L師器
595:I毛 :岳

図 67 二葉町遺跡二葉町 6丁目地区
SE313出土遺物

9              19Cm                   l

42～44土師器、45～48:瓦器

図 68 森北町遺跡第 20次調査 SX02出土遺物

-60-

雰 <軍 K雰
図 64 篠原遺跡第 21次調査 SK01出土遺物
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図65 二葉町遺跡二葉町6丁目地区 SX302出土遺物

けてやや外反する。日縁端部は単に丸く収める。瓦器椀では、口径 14cm前後、器高 4cm前後のものと、

口径が 12cm近 くで器高 3cm前後の小振 りのものとの 2種類に分かれる。暗文 も荒 くなってお り、高

台の形骸化もさらに進む。なお、二葉町遺跡二葉町 6丁 目地区 SE313の 瓦器椀は口径 14cm前後、器高

4cm前後のグループに属 し、高台径は小さく暗文も荒 くなっている。

森北町遺跡第 20次調査 SX02で は、土師器皿の小型化が進み、器高が低 くなって薄いイメージを受け

る。瓦器椀は、口径が 12cm近 くで器高 3cm前後の小振 りのグループに属するもののみで構成されてお り、

暗文もわずかで、高台も痕跡を残すのみとなっている。

その他、明確な位置づけはできないが、二葉町遺跡久保町 6丁 目地区 SX302の資料は、土師器小皿が

体部上半に 2段ナデを施 し、国縁端部外面に外傾する面を持つものが大半を占めている。ただし、246

の須恵器椀の資料は、高台

状の高まりを残すが、体部

外面下半を単なるナデに

よって仕上げており、古い

時期の須恵器の資料とする

ことはできない。また、土 森北町遺跡第 20次調査 SK09出土遺物



ある。高台径は 4.8cmあ り、明瞭な断面 反⊆≡要匿≡ラ耽3硬=≡
亜Ξ冨孔39

三角形を呈する。瓦器のみの資料ではある

成 時期随 ま梱 勘 SX07 Ⅱ l期 を
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中心とした時期の資料と考えられる。

生田遺跡第 4次調査 SE4102の 資料は、

土師器皿では、体部外面上半に 2段ナデを

施し、口縁端部外面に外傾する面を持つも

のがある。ただし、瓦器椀の法量は、口径

14.8cm、 器高 4cmを測るものが含まれてお

り、時期 としては、祇園遺跡 SX07 Ⅱ-3

期ないしは楠・荒田町遺跡第 H151次調査

SD01最下層の資料を中心とした前後の上器

が含まれている可能性がある。

松野遺跡 SX302出土資料では、土師器

皿では、体部外面上半に 2段ナデを施す

事例も存在するが、体部上半から口縁部に

かけてやや外反する外面 1段ナデの資料の

方が量的には優勢である。瓦器椀 として

は、口径 15.6cmを測るが、器高は、4.6cm

と低い。底部内面の見込み部分の暗文は平

行線文であり、新しい傾向を示す。須恵器

椀では、底径が 7cm前 後 と広 くなってお

り、内面の見込み部分にも明瞭な段差は認

められない。時期としては楠・荒田町遺跡

第 H151次調査 SD01中層と相前後する。

以上、神戸市域の内、六甲山南麓におけ

る土師器と瓦器・須恵器の共伴資料を中心

に述べてきた。その中で、今回出土 して

いる SD01の遺物群は、兵庫県が調査した

SD01最下層 と土器様相がほぼ一致 してお

り、瓦器椀自体も口径 15cm以上で、器高

がわずかに 5cmを 切る事例が存在 してい

ることが確認された。また、SD01自 体が、

その土器群のあり方から、完全に埋没する

までに土器型式の 2型式以上の時間幅を

238

師器皿の中に新しい傾向を示すものも含まれており、時期的には祇園遺跡 SX07 Ⅱ-1期 を中心とした時

期の資料と考えられる。

三葉町遺跡久保町 6丁 目地区 SB308の 出上の瓦器資料では、口径が 15.6cmあ り、器高も 5cm前後で

233～243:土師器
244～246:須恵器

0                               20cm

図 69 二葉町遺跡久保町 6丁目地区 SX302出土遺物

V       IΨ Cm        77～ 80:瓦器

図 70 二葉町遺跡久保町 6丁目地区 SB308出土遺物
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672:瓦器

0             10cm

寺

9       19Cm l～ 4:土師器、11・ 12瓦器

図 71 生田遺跡第 4次調査 SE4102出 土遺物
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図 72 松野遺跡 SX302出土遺物



持っている点 も確認できた。 これによ り、 13世紀代前半は、浚渫の実施な どを含めてこの壕は機能 して

いたと考えられる。その上で、壕の時期を改めて考えてみるならば、壕の最下層出土の時期が 13世紀前

半であ り、中層の堆積に至るのは 13世紀中頃 と思われる。土器が示す時期はあ くまでも埋没開始の時期

であるため壕が掘 られた時期については特定できない。 しか しながらあえて推測するならば、最下層から

中層への堆積時期幅が土器型式の 1型式程度 と推定することを前提に、壕の竣工後、最下層が堆積するま

でに 1型式程度の幅を持 って考えることはそ う無謀 とも言えないであろう。推論の域を出ないが壕は 12

世紀末頃に掘 られ、その後浚渫を繰 り返 しながらも 13世紀後葉には埋没 したもの と考えられる。

なお、壕内から出土 した遺物はすべて 13世紀代のものであるが、いずれも京都系土師器の範疇にあ り、

その模倣のあ り方 もかな り忠実 /A―あ り方を示 している。また、壕からは、口径 14cm前後の土師器大皿が、

一定量まとまって出土 している。 この器種は、祇園遺跡 SX07や楠・荒田町遺跡第 H151次調査 SK01/A―

どごく限られた場所でしか量的な出土は認められない。それゆへえに、SK01や SD01周 辺の遺構の性格は、

ある程度、祇園遺跡で示されているような、平家関連 と同等に、都 と強い結びつきが感 じられ、平家が去っ

た後でも、 この地は都 と強い結びつきを持っていた可能性がうかがえる。 これ らに関連する遺構は確認で

きていないが、兵庫津周辺を中心 として神戸が栄えた時期でもあ り、 この時期の遺構遺物は、周辺地域で

資料の量も増す傾向にある。その意味からも、この地域を所領することは重要な意味を持っていたと考え

られ、平家が去 った後の所領争いも『九条家文書』「輪田荘々官源能信等 申状」にもみ られ、今回の調査

区周辺にもこの地を所領 した人物が関わった遺構が存在 していた可能性がある。
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第 2節  発掘 された福原の全容
平家の栄華盛衰からみると、平家はもともと板東武者であったが、その流れをくむ伊勢平氏が西日本に

進出し、成功を収め、栄光を手にするのであった。その流れの中でも、今回問題となる福原の地がいつ頃

平家の所領となったかは判然としない。応保二 (H62)年 に平家の家使が検注をおこない、押領したと

の記録が九条家文書の建仁二 (1202)年 の記録に認められ、おそらくこのころに平家の所領として取り

扱われたのであろう。つまり、応保二 (H62)年に平家の所領とした後、この地に別荘を造り始めたと

みられ、仁安二 (1167)年 に清盛が太政大臣を辞してからは、この地が清盛の主な居住地となっていっ

たようである。

表5 平家関連年表

西 暦 和暦 出来事 天 皇 院 摂政 将軍

1132 長承 1 3月 、備前守平忠盛、内昇殿を許される。 崇徳 ′需】] 忠道

1133 長承2 8月 、宋船、肥前神崎荘に来着。平忠盛、交易を行う。

1147 久安3 4月 、延暦寺大衆、平忠盛・清盛の流罪を求め、強訴。

1156 保元 1 7月 、保元の乱 後 白河

1158 保元3 8月 、平清盛、大字大弐となる。 二条 後白河 基実

1159 平治 1 12月 、平治の乱。

1160 永暦 1
2月 、上皇、清盛に命じ、藤原経宗。推方を追捕。3月 、頼朝、伊
豆に配流。

1161 応保 1 9月 、平教盛・時忠ら、陰謀により解官される。

1162 長寛2 9月 、平家納経。12月 、清盛、蓮華王院を造進。

1167 仁安2
2月 、清盛、大政大臣となる。5月 、平重盛、西国。東国の海賊。

山賊の追捕使となる。
六条 基房

1170 嘉応2
7月 、摂政藤原基房、平資盛の無礼を怒り、車を壊す。平氏これ
イこ幸R抱芝。

1171 承安 1 10月 、法皇、清盛の摂津福原の別荘に赴く。

1174 承安4 3月 、法皇。建春門院、厳島に参詣。

1177 治承 1 6月 、鹿ヶ谷の陰謀。

1179 治承3
7月 、平重盛没。11月 、清盛、武力により関白をかえ、院の近臣
39人を解官、院政を停止。

基 通

1180 治承4
5月 、以仁王の乱。6月 藤原遷都 (11月 還都 )。 8～ 9月 、源頼朝・

義仲、挙兵。10月 、頼朝、鎌倉入り、富士川で平氏を破る。12

月、平重衡、南都を攻め、東大寺・興福寺を焼く。
安徳 高倉

1181 養和 1
1月 、平宗盛、畿内近国9か国の惣官となる。閏2月 、平清盛没。
3月 、源行家、尾張塁俣で平重衡らに大敗

後白河

1183 寿永2 7月 、平氏、天皇・ネ申器を奉じ西海にむかい、義仲・行家入京。 後鳥羽

1184 元暦 1
1月 、義仲、征夷大将軍となる。範頼・義経、義仲を破り入京。義
仲敗死。2月 、範頼・義経、一ノ谷に平氏を破る。

師家 義仲

1185 文治 1 2～ 3月 、義経、屋島・壇ノ浦で平氏を破る。平氏一門滅亡

1189 文治3 聞4月 、藤原泰衡、義経を襲い殺す。7月 、頼朝泰衡追討 兼実

1192 建久 3 8月 、頼朝、将軍家政所を開設 頼朝
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ここでは、文献にみられる福原について、その周辺地域も含め調査成果からその一端に触れてみたい。

中世の条里遺構

まず、福原周辺におけるこの時期の条里の調査成果についてみてみよう。

兵庫県神戸市長田区二棄町遺跡の鋤溝は、現行地割 りにほぼ沿うものであり、時期としては 12世紀後

半とされている。この鋤溝の他に、神戸市長田区御蔵遺跡
1や
神戸市長田区松野遺跡

2な
ど、現状の地割

り方向に一致する鋤清が多 く確認されている。 これらの鋤溝の多くが 12世紀から 13世紀にかけてのも

のであり、広範囲にわたっての現況方向の地割 りの成立は、 13世紀前半にはすでに存在 していたと考え

られるのである。

たとえば、二葉町遺跡における調査
3に
おいて、確認されている建物群は、H世 紀中頃から 13世紀前

半が中心であり、多少のぶれはあるが、おおよそ現在の地割 りにそった方向をとっている。

特に、二葉町遺跡久保町 6丁 目地区の事例では、多数の建物が確認されているが、その建物の多くが

鋤溝の方位に近 く、それぞれ微妙に方位を違えているのである。これは、大きくは共通の方位を持ちなが

ら周囲の微地形によって耕作地の区画がやや異なっていたと考えられ、それに伴い建物も、耕作地の区画

によって、その方位をあわせていたことに起因すると思われる。このことから、断片的であるにしても

十二世紀中頃には、八部郡平野部の広域的な条里が存在 したと考えられるのである。条理地割 りによる土

地区画の整備は段階的に行われたのかもしれない。

祇園遺跡は神戸市兵庫区上祇園町に所在 している。祇園遺跡の周辺は昔平野と呼ばれていた地域で、平

清盛が別荘を建てた場所と推定されている地域である。

祇園遺跡は、平成 5年度 (1993)よ り調査が開始されており、京都系土師器が出土するほか、庭園遺

構の検出された遺跡としても署名である。そのつ くりは、とても精緻で京都の同時期の庭園遺構と比較 し

ても、遜色のない見事なものである。この庭園遭構の時期は、土器型式からみておおよそ 2型式の時期幅

に収まるもので、非常に短時間のうちに何度も補修と改修が行われていたことが確認されている
4。
そして、

時期的には、清盛が福原を「遁世退老之幽居」 としていた時期と一致するのである。また、輸入陶磁器な

どの出土も認められ、遺構と遺物の内容から、平氏の中でもかなり身分の高い人物の別荘であった可能性

が高いのである。なお、庭園遺構の洲浜をもつ堤が、約 N-52° 一 Eの東西方向をとるもので、現状の

小径がその直上を並走している。これとは別に、同時代と考えられる石垣等が検出されてお り、この石垣

はN-34° ―Wの南北方向をとるものである。

この庭園遺構からは、多量の土器が出土しており、その大半は土師器であった。土師器の多 くが京都系

土師器に属するもので、ほとんどが 2次模倣系に属 しており、直接的に京都の土器を模 したか京都からも

たらされたと考えられるのである。それに対して、在地系とされる乾櫨成形による土器はわずか O.60/Oに

すぎないのである。

京都 という都で生活するか、京都と密接に関係 していたとされる人物の別荘では、それが京都から離れ

た地方であっても、そこで使用する文物は必然性を以て京都からもたらされ使用されていたようである。

その他の福原関連の遺跡

祇園遺跡の南にある楠・荒田町遺跡内にある国立大学法人神戸大学医学部附属病院の増築・立て替え時

の関連の調査で福原京に関する遺構が確認されている。楠 。荒田町遺跡第 2次調査では、大型の柱掘形を

もつ掘立柱建物 と共に 2条の壕が確認されている 5。 建物の方位は、約 N-40° ―Wである。 しかし建物

の南で確認されている 2条の壕は、方向が建物とは異なり、約 N-70° 一 Eの方向をとるものである。
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図 73 二葉町遺跡久保町6丁目地区遺構全体図

この壕は今回の調査でも確認したもので、埋没時期は、U字形壕 (SD02)が先行している。V字形壕 (SD01)

の北側斜面に土器が集中して出土することから、土器は、壕の北側から投棄されたと考えられ、京都系土師器

を使用するような邸宅は壕の北側にあったと考えられる。壕の性格は、その後も何度も同方向に溝が築かれて

いることから、坪境に当たると考えられ、邸宅の境界であると共に、坪境としての機能も兼ね備えていたと考

えられる。しかしながら、本来壕が築かれた当初には幾分かの軍事的機能も考慮されていたと考えたい。

また、国立大学法人神戸大学医学部附属病院周辺でも調査が行われており、楠・荒田町遺跡第 10・ H
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次調査
6で
は、壕状遺構が確認されて

いる。この壕状遺構は、幅約 5m、 深

さ 1.7mを測る断面 V字状のもので、

時期 としては、 12世紀か ら 13世 紀

と考えられる。この遺構の方位は、明

治 19年 (1886)作成のlPx製地形図に

見られる地割 り方向に近い方位をとる

ものである。

また、楠・荒田町遺跡第 12次調査
7で
は、溝が一条確認されている。 こ

の清は、 2段に掘 り込まれており、幅

5m以上、深さ 14m以上を測るもの

である。溝幅は推定で、10m近 いも

のであり、時期としては 12世紀後半

から 13世紀と考えられている。清の

方位は、楠・荒田町遺跡 10・ H次 調

査で確認されている壕状遺構 とほぼ一

致している。

楠 。荒田町遺跡第 16次調査 8では、

柵によって区画された掘立柱建物群

10棟が確認されている。これらの建

物の内、SB02と SA01が 11世紀後半、

SB03が 12世 紀 代、 SB09・ SB10が

13世紀代 と時期がある程度特定でき

る。 これらの内、 12世紀代 とされる

SB03の 方位は、 N-39° 一 Wで、こ

る辱1眸搾観
1場重笙刊勢発
t題箋近イ知

の方位 とほぼ一致する建物や柵列としては、SB02・ SB05・ SA01・ SA05が ある。SB03の示す方位は、明

治 19年 (1886)作成の恨製地形図に見られる周囲の地割 り方向に近い方位をとるものである。

福原離宮の範囲

現時点における福原に関する調査成果によれば、以下のような状況が理解される。福原周辺でも湊川以

西では、特に福原離宮などとは関連づけて考える必要のあるような遺構や土器様相等がみられず
9、

現時

点では福原離宮の範囲は、湊川以東を中心とした地域と考えられる。このほかに、東は宇治川周辺までを

含む範囲とし、北を山裾まで、南を楠・荒田町遺跡第 12次調査区あたりまでとし、方位を、明治 19年 (1886)

作成の偶製地形図に見られる地割 り方向に近い方位とすると、おおよそ平安宮域に近い範囲が得られるの

である。福原離宮は、六甲山南麓の山裾に位置しており、北東から南西に延びる大倉山と会下山の丘陵に

よって囲まれている。湊川西岸は、会下山の丘陵が迫っており、離宮の背後には急峻な山が迫っている。

このように囲まれた領域への進入には、湊川東岸で大倉山までの間の狭い空間しかなく、この間に進入す

るための主要な道路があったと考えられる。

図 74 楠・荒田町遺跡周辺旧地形図

-66-



福原離宮周辺出上の上器

次に各調査地から出土した土器の状況についてみてみることとしよう。

三葉町遺跡は海岸線から 500mに位置した、海に近接した集落である。遺跡の位置する周辺は、12世紀頃、

「小馬林J(現在の駒ケ林)と 呼ばれていた地域に相当する。この遺跡の久保町 6丁 目の SB305か ら遺物

がまとまって出土しており、時期としては、 12世紀前葉と考えられる時期の建物である。図示された土

師小皿 15点の内、 11点は回転系の在地の土師器で占められている
1°

。SB06は 、 12世紀中葉と考えられ

る時期の建物である。この建物から出土 した土器の中には、京都系土師器が一部含まれているものの、全

体としては在地色の強い土器様相で占められている。また、祇園遺跡と同時期と考えられる久保町 6丁目

地区の SE301・ SX301な どの遺構でも糸切 りによる底部をもつ土師器皿の占める割合が高 く、てづ くね

による土器にも祇園遺跡と比較して、在地性の強いものとなっている。二葉町遺跡の場合、H世 紀以降、

在地の土器の混在化が始まり、てづくねの上器も京都系土師器からみると時期の変化 と共に、在地的な要

素が進むようである。

松野遺跡で確認されている中世の遺構の大半は、 13世紀代に入ってからのものである。それぞれの遺

構から出土 した土器としては、須恵器の占める比率が高く、その割には、底部糸切 り痕をもつ土師皿が認

められるなど、在地色の強い様相をもっている
11。
てづくねの土器においても、祇園遺跡出土の上器群と

は違いが認められるのである。

若松町遺跡において 12世紀中頃の木棺墓が調査されてお り、これに伴って土器が出土 している
12。

城輯成形による在地系土器が一定量含まれている。祇園遺跡成立以前における地域的 /d―土器様相 として

は、てづ くねの土器においても在地化が進みはじめ、土師器皿全体の内、回転系土師器皿が一定量含まれ

るようになってくるのである。祇園遺跡の土器様相は、従前からの地域的土器様相の流れからみても、特

異な状況を示しているのである。

この他、大開遺跡や五番町遺跡においても、祇園遺跡との上器様相に関する対比において、同様な状況

がうかがわれる
13。

以上、祇園遺跡周辺の中世集落は平家所領になる段階前後から福原遷都と京都還都にいたるまで、出土

した土器の実態からみて、ほとんどその様相に変化が見られない。つまりは、在地性の強い集落が点在す

ると理解できる。唯一、平清盛の別荘や福原行幸に関わる中枢部分にのみ、通常集落にない遺構・遺物が

認められるのである。具体的には祇園遺跡にみられる土師器や輸入陶磁器がそれぞれ京都や各地からもた

らされ、限定された地域で、一部の階層の人たちが使用したことを示す。史料に頼る限り、福原の開発と

その時期は極めて限定的で平家とその周辺の階層の人たちの様相が議論の中心である。今後、福原周辺に

平安京の下層階級の人たちや庶民がどのように関わり、開発が進められていったのか解明されることが期

待される。

大輪田泊 (兵庫津 )

本来、平家は、福原の宮域と共に、港を整備 し、一体としてひとつの都市を造 り上げようとしていたと

考えられる。ところが、大輪田泊、後の兵庫津の実態はまだ殆ど明らかとなっていない。現時点での、文

献にみられる港の様子と調査成果を基に兵庫津について若干の考察を行いこれに変えたい。

文献にみられる大輪田の泊

大輪田泊が文献に最初に現れるのは、『日本後紀』弘仁三年 (812)の改修記事が最初である。 このこ

とから、 9世紀には大輪田泊が、港として機能 していたことが窺える。しかしながら、律令体制の弱体化
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と共に、その維持管理は失われていくようであり、『日本紀略』天暦元年 (947)の記載を最後に資料か

ら消えてしまう。再度大輪田泊が現れるのは『帝王編年記』承安三年 (H73)で、清盛が経ケ島を築 く
とみえる。この後、『玉葉』・『東大寺文書』の治承四年 3月 20日 に大輪田泊修築の記載が認められるが、

福原遷都や政情不安により、工事は完成しなかったと考えられる。

平家滅亡の後、重源によって修復された港は、名を兵庫津 と改められて、その後の貿易に重要な役割を

果たし、東大寺の再建と営みにおおいに貢献 したと考えられている。『実弱卿記』弘安八年 (1285)亀山

上皇の訪問記事に兵庫島として、記載されており、船が数百隻にものばるとある。また、ほぼ同 じころの

一遍聖絵にも兵庫津に複数の家屋が描かれており、このころの町屋のにぎわいを今に伝えており、このこ

ろから、町屋が形成され始めたと考えられている。そして、その後、兵庫津は日明貿易の中心的な港とし

てその繁栄を極めるのである。

このように文献では、神戸の港の発展が追えるのであるが、実際の発掘調査ではどの程度明らかになっ

ているのであろうか ?

兵庫津遺跡

近年の発掘調査でも、調査成果としては、その殆どが近世の町屋に関するもので、中世以前にさかのぼ

ると考えられる遺構などは少ない。ここでは、わずかではあるが、中世以前の遺構又は遺物の出土 した調

査の事例を挙げて、平家の経済基盤の一翼を担った福原京期の港について考えてみたい。

調査によれば、確実に港 と断定できる遺構を確認できていないものの、兵庫津遺跡第 32次調査では、

奈良時代から平安時代にかけての遺構遺物が確認されている。また、第 2次調査においても 10世紀から

11世紀にかけての遺物が出土 している。また、第 26次調査では真光寺境内の北東側側溝を確認 してお

り、現在の真光寺が創建時から殆ど動いていないことが確認された。さらに、第 13次調査でも 12世紀

以降の遺構・遺物が確認されている。これらの調査から、断片的にではあるが、この地に 12世紀末頃に

は、町屋が形成されていったと考えられる。そして、また、第 13次調査で確認された溝の状況からすると、

現在の町屋の状況が中世に完成された町割をかなりの部分踏襲 していることもわかってきている。

また、第 2次調査の地点が 10世紀時点で既に生活可能 /d―土地として存在していることからみても、真

光寺からある程度南側までは陸地として広がっていたものと考えられる。

これらのことからみて、兵庫津遺跡第 2次・26次調査の東側に旧の湊川が流れており、中世までの港は、

本来河口部分に施設を設けることが多いことからみても、そのどこかに港は存在していたものと考えられ

る。ただし、第 13次調査の区域をさける必要性があることからみても、第 26次調査と第 13次調査の間か、

第 13次調査の東側のいずれかを旧湊川は流れていたと考えられる。

楠・荒田町遺跡の二重壕
14

最後に、今回の調査で確認した二重壕を検討 し、出現期の武家、平家の実像に迫 りたい。

今回の調査で確認 した壕は軍事的性格の可能性や屋敷を囲む溝、ないしは坪境としての役割な どいくつ

かの顔を持ち合わせているが、周辺の調査でも 1100年代後半以降の遺構がいくつか確認されている。

二重濠の南側では、楠・荒田町遺跡第 26次調査で、 L字型に配置された 2棟の建物が検出されたほか、

それを囲むように東西南北方向に走る溝が検出されている
15。

溝に囲まれた範囲は 54mと 半町四方の方

形地割 りを示 している。時期としては楠・荒田町遺跡第 H151次調査確認した V字形壕 (SD01)′こ近い

時期 と考えられる。南北方向の溝の方位は、 N-16～ 17° 一W前後をとり、二重壕の方位か ら直交 し
た方向に近い方位を示 している。また、鎌倉時代の遺構も確認されているが、それらの主な方位は 12世
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紀代のものとほぼ一致しており、基本的には 12世紀代に形成された地割 りを踏襲 していたものと考えら

れるのである。

二重壕の北側では、楠・荒田町遺跡第 2次調査で検出されたN-40° 一W前後の方位をとる大型の柱

掘形をもつ掘立柱建物がある。ただし、この建物については、すでに述べたように、 12世紀以前にさか

のばる可能性が高い。その他に、祇園遺跡の時期とほほ一致する土坑 (SK01)か らは、大量の上師器が

出上している
16。

また、兵庫県教育委員会によって実施された、国立大学法人神戸大学医学部附属病院内における調査成

果では、54m四方、およそ半町四方を溝で区画された範囲が特定されている。その中に L字形に配置さ

れた二棟の建物を確認 しているが、他の区画内の詳細な建物配置は不明である。この区画溝は、二重濠と

微妙に方位を違えており、楠・荒田町遺跡第 2次調査で確認されている建物とも方位が異なっている。

これらのことから考えられるのは、今回の調査で確認されている SB01の方位のようにほぼ北にあわせ

た方位を持つものが 11世紀初頭には存在していたが、この周囲を再開発する段階ではやや異なった方位

を持つ区画を選択したと考えられる。そしてその区画は、半町四方の区画であることから、貴族、特に平

家一門の重要な人物の建物とは考えにくいのである。あえて言えば、福原行幸後の急造の邸宅群のひとつ

とも考えられるのである。そのことは、区画に囲まれた建物の柱掘形が一辺 50cmの方形と大型ではあるが、

さほどの規模の建物との評価を与えにくいことも、この区域が中心的な建物群の開発区域でなかったこと

の傍証と/1‐ろう。さらにいえば、その開発にあたっては、H世 紀代の従前の方向とは異なるものの、周囲
の方向や地形の制約の中で行われており、あえて、真北を意識したようなものではない。

また、楠・荒田町遺跡第 10・ H次 調査や楠・荒田町遺跡第 12次調査の溝は、隣接する地域の地割 り
と一致するものの、その溝幅は、邸宅を囲むようなものとは考えられない。どちらかといえば道路の側溝

のようなものと考えられるが、断面 V字状であることからみて、防御的な側面も含んだものと考えられる。

いずれにしても、福原離宮やその周辺には、 V字形の断面を持つ溝が幾つか存在しており、その地形と

の関係からみても、防御的な性格がかいまみられる。このことは、福原の地に、平家の邸宅群があり、福

原離宮としての性格と共に、武家の防御拠点としての側面も併せ持っていたものと考えられる。本来なら

ば、都の建設にみられる変遷としては、中世都市鎌倉でも認められるように、防御拠点から都市への移行

には、 V字形溝から箱掘溝への変化が伴う。その意味では、新京建設を平家という武家の私財で進行して

いた福原は、防御的な性格が付け加えられたと考えられるのであり、真の都市への移行には今 しばらくの

時間が必要だったと考えられる。これは、調査で確認できている 2重壕の内、U字形壕 (SD02)が 先行し、

V字形壕 (SD01)が後から築かれるということは 17、 本来貴族的な側面を有 した平家の邸宅を区画する

ないしは、領域を区画する溝であったものが、真の武家へと目覚めつつあった平家の居宅群において、時

代の流れと共に必要性から防御的性格の V字形壕 (SD01)が新たに加えられたと考えることもできる。

それにしても、福原の状況をつぶさにみれば、北面武士として、その実態としては貴族の一員であった

平氏が、新たな時代を切 り開く武家へと目覚めようとしていたその方向性が浮かんでくるのである。しか

しながら、それも、平家を襲った数々の不幸、さらには清盛の死と共に、頓挫してしまったのである。

このように、様々に新たな方向性を持ち始めていたものの結局、新たな時代を迎えることなく、平家は

滅びてしまうのであり、新たな都市として成立するはずであった福原もまた夢に終わってしまったのであ

る。やがて政権は鎌倉に移 り、京都も平穏な内に新たな発展を遂げる。歴史の中に取 り残された福原に昔

の面影は少なく、地割 りの一部が耕作地の区画として現在まで受け継がれてきただけである。
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楠・荒田町遺跡第43次調査SK201土 ほ断面 (南西から)
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楠・荒田町遺跡第46次調査区北半全景 (東から)
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楠・荒田町遺跡第46次調査区北半全景 (西から)
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楠・荒田町遺跡第46次調査区北半全景 (西から)
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楠・荒田町遺跡第46次調査SD01。 SD02土層断面 (西から)

一

楠・荒田町遺跡第46次調査SD01・ SD02切合い関係土層断面 (東から)
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楠 。荒田町遺跡第46次調査SD01土層断面 (西から)

楠・荒田町遺跡第46次調査SD02土層断面 (西から)
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楠・荒田町遺跡第46次調査SD01最下層遺物出土状況 (西から)

楠・荒田町遺跡第46次調査SD01最下層遺物出土状況 (】しから)
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楠・荒田田」遺跡第46次調査石組全景 (西から)

楠・荒田町遺跡第46次調査石組土層断面 (西から)
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楠・荒田町遺跡第46次調査5D03。 SD05土層断面 (西から)
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楠・荒田町遺跡第46次調査SD04土層断面 (西から)
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楠・荒田町遺跡第46次調査区南半第 2遺構面全景 (】しから)
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楠・荒田町違跡第46次調査区南半第 2追構面全景 (北から)
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楠 。荒田町遺跡第46次調査SE01(北から)

楠・荒田町遺跡第46次調査SE01土層断面 (北から)
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楠・荒田町遺跡第46次調査区南半第 3遺構面全景 (北から)
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楠・荒田町遺跡第46次調査区南半第 3遺構面全景 (北から)
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楠・荒田田]遺跡第46次調査5B01全 景 (西から)

楠・荒田町遺跡第46次調査SB01柱 穴土屑断面 (南から)
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楠・荒田町遺跡第42次調査 。43次調査第 1遺構面出土遺物
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28

楠・荒田町遺跡第43次調査第 2遺構面出土遺物
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楠・荒田町遺跡第46次調査SD01最下層出土遺物
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楠・荒田町遺跡第46次調査SD01中層出土遺物
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56

楠・荒田町遺跡第46次調査第 1遺構面SD02・ 第 2・ 第 3遺構面出土遺物
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